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宮崎県は、東は日向灘十北・ 西・ 南は山岳で県

を境する地勢のため、かっては交通不便の地とさ

れていましたが、戦後の急速な発展にともない、

本県もあらゆる面で近代化の波を受けてきまし亀

そのため古来から人や文物の交流の舞台となっ

た道も年 姿々を変え、沿道の交通関係遺跡は姿を

消そうとしております。今のうちに街道調査を行

い、街道の歴史的背景、果たした役割、現状等を

明らかにしようと「 歴史の道調査」を、昭和 52

年度に県北 5街道、昭和 53年度に県南 4街道の

調査を実施し、引き続き本年も薩摩・ 肥後街道と

諸塚間道の調査を実施いたしました。

本報告書は、街道の特色・ 歴史・ 様子・ 及び街

道沿いの文化財や遺跡の解説、及び街道地図から

なっています。

短期間になされた調査ですので、不備な点もあ

ろうかと思いますが、本県の旧街道保存、あるい

は交通史の研究のための基礎資料として御活用い

ただければと思っております。

最後に、お忙がしいなか、お骨折 りいただいた

調査員の方 、々並びに調査員に御協力くださいま

した地元の方々に厚くお礼申しあげます。

昭和 55年 3月

宮崎県教育委員会

教育長 四 本 茂
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1.街 路 名

江戸時代にあっては、道路の規模により衝

道と往還を使い分けていたようであるが、現

在往還は用いないのですべて街道とし亀

また、街道は、厳密にいえばいくつかの往

還に細区分される。

しか呟 すべてをあげる必要もないので、

距離も長く中心となるものを代表させ濫

2 街路の概要説明

街道の詳細な記述は、街道沿いの交通関係

遺跡の解説に譲り、ここでは街道の持つ歴史

的背景、街道の果たした役割、街道の現状等

を概括的に記し塩

& 街道沿いの交通関係遺跡解説

(1)個 々の解説の前半に、追跡及び遺跡周辺

の状況、遺跡と遺跡間の状況の過去から現

在にわたって述べ、後半に遺跡そのものの

解説を付し塩

従って個々の解説をとおして読めば、起

点から終点迄街路の全容が把握できる。

② 街道沿いの主な集落には、戸数、集落間
の距離又は起点からの距離を記したが日向

地誌によつた。地誌は明治 8年の調査をも

とにしてヽヽる。

(3)集落間の距離、起点からの距離で、何里

何町と記してあるのは日向地誌によるもの

で、他は地図から割出した距離であるので

正確は期しがたしち =応
の目安としていた

だきたい。

(41 交通関係遺跡の配列はほぼ道順に沿って

いるが、間道あり脇適ありで複雑をきわめ

るので、街道図を参照していただきたい。

例



1 薩摩街道の特色

今回薩摩街道として調査したのは、佐土原

。本庄 。高岡・高城を経て、都城・更に鹿児

島県境に至る街道 (薩摩街道 )と 、宮崎から

田野を経て都城へ至る街道 (鹿児島街道 )で

ある。

なお、薩摩街道は、本庄六日町から都城を

通り県境までの約 5 2Km.鹿児島街道は、清

武町加納から青井岳天神嶺を越え、高城町桜

木、更に勝岡を通り郡元から都城に至る約

53.■ 臨。これに田野 (鹿児島街道 )か ら高

岡 (薩摩街道 )に至る間道約 2 6Kmを調査対

象とし濫

それぞれの街道の特色を述べると、薩摩街

道は、藩内の要衝を結ぶ道が領賊拡張に伴っ

て順次仲長してきた街道と考えられる。軍事

上の目的は勿論であるが、藩主の参勤交代や

幕府巡検使等の往来道.経済社会の発達に伴

う人と物資の輸送道、地方との連絡道として

重要な使命を果してきた。

商業の中心地本庄より赤谷までは一部峠は

あっても宮崎平野の西部を行く緩かな道であ

る。赤谷から一里山。国見山を越す道は青井

岳山系に連なる険しい山道で最大の難所であ

る。有水 。石山間は丘陵を上 り下りする起伏

の多い山道で、高城から島津氏の根拠地であ

った都城 。更に県境までは霧島盆地をよぎる

平坦な道である。

昔の面影を残しているのは、高岡町内山神

社あたりから高岡町役場付近までの士族屋敷、

=里山
の尾根道の一部、去川の関守を務めた

二見家屋敷、高城町内の諏訪馬場通 り、和田

日付近の武家屋敷、桜木の集落内の道、そし

て都城市の蔵馬場通 り、元服坂である。

一方、鹿児島街道は、清武町から田野町ま

ではなだらかな丘陵を行く道が続き、田野町

の七野を過ぎると非常に険しい青井岳天神嶺

が山之日との間に南北に横たわっておりL藩

政期に於ける伊東と島津の領界をなしている。

険しい天神嶺を越し、都城盆地に出るには

幾つかのルートがあるが、青井岳の山麓山之

口麓で一筋となって交通の要所桜木に至り。

更に進むと、高岡・去川経由の薩摩街道に連

絡する。

麓からの街道は視野をさえぎるものなく、

はるか霧島連山を望みながら歩を進める平坦

道が延々と続 く。又、旧道と平行し、蓼池の

「かくれ念仏洞」脇を通る国道 269号線は、

明治 34年に開通したもので、脇岡を通り都

城に至っている。

旧街道の面影を色こく残しているのは、清

武町の清武城跡下を通る坂道、山之口町麓の

石垣や武家関を多く残す亀甲地区、城下集落

の勝岡内の水路やかくれ念仏洞などである。

山野を行く旧道は、一部林道に使用されて

いる外はほとんど自然の状態に違っているよ

うである。

高岡から薩摩街道と、清武からの鹿児島街

道を結ぶ田野・高岡間の間道は、谷越え山越

えが連続の道で道沿いに小集落が点在するに

過ぎなしち この尾根伝いの旧間道は、現在の

県道に沿いながら大淀川中流高岡町の大の九

橋に達しているが、所々を県道に寸断された

り、消滅しているほかはその跡をよくとどめ

てとヽる。

2 薩摩衡道の歴史

イ、薩摩街道

去川の関を経由し佐土原へ至る薩摩街道

を押えた島津氏は、天正 5年 (■ 577)
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伊東氏の豊後落ち以後、天正 15年 (■ 587)

豊臣秀吉の島津征伐までの 10年間は。日

向・大隅・薩摩の3国を統治した。

この街道はも戦乱の時期は兵馬を進める

道であった。しかし、戦乱おさまった平和

な時期には、小規模ながら街道の補修や新

たな道路作 りも行われたであろう。高城か

ら去川に至る峻路を開いたのは島津氏でな

くも伊東氏と考えられる。理由は、天正年

間ぉ伊東氏を駆逐した島津氏がいち早く去

川に関所を設けているからである。

慶長 5年 (1600)関 ケ原の戦に敗れ

た島津義弘が帰国の途中高岡にとどまって

急拠城を築き、武土団 700余戸を移して

北の備えとしてから、いよいよこの街道は

鹿児島と結ぶ重要な基幹道となった。

江戸時代に入ると藩主の参勤交代や上使

の往来の度に街道は整備され、物資や人の

往来が増加して来た。現在旧道の大半は拡

張されて国道となっているが、地方道 。農

道・林道として残っているもの、山中に埋

れ廃道になっているものもある。

薩摩街道は陸路だけでなくと大淀川水系

を利用した水路もあったが、主に上方へ向

けての物資輸送に使用した。これら出産物

の検査・取締は去川・高岡・倉岡川口に置

かれた川番所で行われた。

口、鹿児島街道

正平 7年 (1352)島 津氏の日向経略

を端緒に、九州探題今川了俊の子今川満範

が、都城攻撃のため伊東勢を動かして日薩

隅三州の反勢力を結集したのは天授 2年 12

月 (■ 376)の ことである。それ以来`
島津 。伊東の対立が先鋭化して都城盆地の

争奪戦が■80年に及んで繰り返された。

伊東の都城攻略に当って、まず天然の防

壁となっている青井岳天嶺を押さえねばな

らなかった。

清武 。田野を経て青井岳を越し、都城に

攻め込む道はぉ古代に整備された官道とし

て想定されている。駅制が設けられて租調

などの貢租を運搬する道であった。

平安時代諸制度の基本資料「延喜式」の

中の日向路 ■6駅に出てくる。救麻 (熊野 )

～救弐 (田野 )一水俣 (山之日 )～島津

(郡元 )の行路がそれである。

又.治承元年 (1177)平 氏討伐が露見

し、鬼界島に配流された僧俊寛が辿ったの

もこの道であろうといわれている。

天正 15年 (1587)豊 臣秀吉の島津

制圧後、島津家久 (俳+原 )、 伊東祐兵

(鉄】巴)、 秋月種長 (高鍋 )、 高橋元種

(延岡 )の分封が定まると、それまでの抗

争は一応収まり、軍事道路としての性格は

薄れ、人や物資の交流道となった。しかし、

領民や特産物の自藩からの流出、逆に他藩

からの流入を防ぐため、各所に関所や番所

が設けられ取締 りは厳重をきわめ協

この街道の記録は、天正年間中宮崎城主

だった上井覚兼の日記にくわしい。覚兼は

島津の武将で、伊東氏歿落後宮崎城を預か

ったが、宮崎・鹿児島間往復のことを日記

にとどめている。

ハ、田野・高岡を結ぶ間道

田野より高岡に至る道は、薩摩街道と鹿

児島街道を南北に結が谷越え山越えの間道

である。

藩政時代幕府と対立関係にあった薩摩藩

の街道取締りは厳重を極めて、特に薩摩街

道の去川関での改めは厳しかった。そのた

め、この間道を利用して田野に出4青井岳

の峻峻を越え都城に入る者も多かったよう
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である。

又、薩摩藩が藩外持出しを禁 じている黒

砂糖の抜荷もこの間道でなされ、他藩へ流

出したようである。

薩摩 街 道

(1)本庄から去川ヘ

佐土原の城下を起点とする薩摩街道は、

かつて豪商桝屋・和泉屋等の連なる本庄六

日町通りで南へ折れる。本庄川の渡し場ヘ

出る道筋は三筋あって何れとも決め難いが、

仲町交差
δ
より東へ約 9002の 所から南

へ折れる道がより多く利用されたと思われ

§弘再皇逼≧与ぢ::看盈皇曇旱鼻琶と写
高岡ヘー里二丁三十間」 (約 9 6Km)と あ

る。

に置|§骨蓮鼻哲曇朗ξt忌守暮笹
番の子孫の方が住んでおられる。倉庫前の

旱を整琵な量為た曇選旦暴経】興亀慾
ある。街道は、集落に入らず嵐田神社西側

を
低色希憂禄壕雲与吾ほ:盈の歌舞伎芝居
がかかり、演芸類一切御法度の島津領内か

らは芝居見物に多勢の士族が押しかけて盛

大に祝儀を振舞ったので、村中で料理を作

り旦那様扱いの持てなしをして大層な賑い

だったと語り継がれている。

日向地誌に「嵐田渡し綾川にあり、巾四

十二間、平水三尺五寸、渡舟一艘」とある。

縁
:8:急:::38士三:争::手二旱

の中を登って行く。峠のところで県道を直

角に横切って高岡町 (島津領 )に入る杉林

ζ轡伝二E昆魂崚桑ittF禄篭忌手〔皇稿
を通る。この付近は松並木があり、見張番

所や年貢米倉庫もあったらしい。このあた

女号を目こ買書!ヱ魯畜袋:笑予秩!居嵩
って城下に入って行 く。

むか さ

高岡は旧名を久津良と言った。穆佐から

綾への道が通っている。

内山神社前から真直に延びる道筋は商人

町であったが、大淀川を利用して舟による

そF轡磐↑奪ζ盈なせは侵Ё蟹盈査兵藝
つ

(清水家 )、 油屋 (水間家 )等の商家が軒

を連ねている。これらの商家は、裏の川沿

いにそれぞれの舟着場を持ち大きな倉庫が

幾棟もあって、今でも音の繁栄を偲がこと

ができる。

の箕塁衡二書森積含島鍛電手を8!Fをヒ

言iど8::3と :3ぞζ?::量三::
まいが感じられる。地頭館・御仮屋や練土

館・練兵場の跡は現在小学校や役場になっ

ている。

御仮屋馬場に併行 して中村馬場が東西に

母昌鍛与t葵會[琵學と磐最§兵看】:°
中

柳馬場を北へ向い城の西端の寺田越から

唇牟榜争1与:兵壱有L掃二村:瑕]3盈をとうとξ
への熊越の登り道になる。左側は 10号線

の赤谷 トンネルである。中程に、昔も喉を
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うるおした湧水か所があったが、今は土が

崩れ埋っていて水音のみが聞えている。

峠のみかん畑を曲りくねっていくと、■0

号線と268号線が接するところに壊れか

かった石橋が残っている。ここが赤谷であ

る。

赤谷の星畳桑哲魯悛二Fそ彦葛:命葛負奪

積場である。「 くつら荘」の西側を衝道は

小高い雑木山の中を 268号線と併行しな

がら進む。梁瀬の端に出て浦之名川の渡し

場を渡り、浦之名の一里山への道を登り、

大淀川を左下に見ながら進むと去川への渡

し場である。この道のりは約 5 Kmであるが、

今も約 7害Jが農道として使用されている。

途中に藩主の休憩場があったらしいが判ら

ない。下六の墓地の前の杉林の中に水神碑

等があり、すぐ川である。川渕の竹やがの

中を上流へ 150″ 位行くと渡し場らしい

場所がある。このあたりより上流約 15臨

の間は、岩石が多く急流であり舟行は大変

な難所であった所で観音瀬と呼ばれている。

前E璽Ⅲを科l右室色馳伝送:tと雫唇
集落がある。

9)る

:と::33毒 :三彎表と筆よ±理【魯
道 10号線脇に残っている。関所の敷地の

石甦ほiせ !｀冨筆ほ縁:た三脅晏供:畳急
の旅人たちを威圧したであろう大きな武家

門・石積土手等を残している。

定罠択呈馨粉な皇掃:|まとつ票身法Fξ
れより標高 400秘 の国見峠 (高城町堺 )

を越えて岩屋野まで約 1 0Kmの 道は、青井

岳山系の陵峻で今は人跡絶え道跡もわずか

の老人が知るのみで、草木が茂り踏み込め

ない。

歴代の藩主が巡視の度に、又、旅人達も

この国見峠で休んだと言われている。

嘉永 6年 (1853)の 島津斉彬公御道

中記に「この地東目街道の内至極の高地、

先年来御野立の場 。霧島 。桜島・救摩の山

相見え、御眺望相応の処云 ・々」とある。

幕末文久 2年 (1862)生 麦事件を起

し、当時世界最強の英国相手に一戦を覚悟

した島津久光公が飛ぶようにして帰った道

もこの街道である。又、西南の役の官軍の

兵士谷村計介の父親が鹿児島県庁へ出かけ

る途中殺害されたのもこの峠である。

この道中記によれば「鹿児島下町札辻よ

り女二里塚あり、都城境まで四里九丁、こ

れより北にある四家へ間道が出ていた」と

ある。

り弓ξi寺:iどを与:fiを :|::手i憂与;aFll]:;:

に接して稲森宅の庭前を道は通るが、庭に

あった井戸水を腹一杯飲んでから人々は峠

へ向ったと伝へられる。道中記に「岩屋野

後の七曲坂と言う是より去川迄皆山坂難渋

に御座候」とある。

山之神碑よりすぐのところに御茶屋跡が

ある。殿様 も休まれたと言うこの御茶屋前

から南へ細い道が残っている。これは永野

へ通ずる間道で数百メートル先に辺路番所

線がある。

御茶屋から道は西へ約 1.5 Kmで 国道■0

号線七瀬谷検問所前を横切り肉野酒店のす

書尋:こ自枠兵者な:書を憲食骨穂撼博整



までは松並木が大正末期頃まで残っていた

そうである。行程約 l Kmの薩摩峠を経て市

野々の集落からは国道■0号線になって有

水中学校まで続いている。ここには、昭和

の始め頃まで松並木が残っていたそうであ

る。市野々の集落の外れる所あたりに赤坂

の古名がある。

有水中学校ゐ端で 10号線から外れた街

F:こ:二1写拿:を百三:!iも i:そ

のわずか西を併行して辞居冨の峠で古墳の

右狼」を通り南へ進むと香禅寺の馬頭観音堂

写I♀税畳」
g辱
岳毯讐贔醤寡ど吾を:

製彊掌露尼七33含EB曇5!与琶R亀憲

稜濠啓話認を尋写聯ほ儀9i倍旨そ腎諄唇
毎ほ骸::旨象稔:鼻表極督騒早急写鬱そ

秩こと景ζ霊負≧とをF彙室尊目優総冥昆

がある。

城を守るように、東。南 。西の麓は士族

屋敷で固められている。御仮屋馬場の北端

には郷年寄を勤めた武家屋致が当時の名残

りを留めている。

高城は古くは三俣院と呼ばれ 1360年

代に今の名になったと言われている。

日奪憂程蟄客:夏ヨ岳と篭:写鏡量蜃

裏を通るこの道は、高山彦九郎が泊った士

族屋敷街で、そばに高福寺跡がある。南北

朝期の三国名勝図会に、「高松山功徳院高

称寺畠山治部大輔開基其年月詳ならず」と

ある。この士族屋敷街は当時七日市で賑っ

をを最①よ覆を:税二:Υζttal,涙
ら団圃で道がわからなくなるが、高城高校

の運動場南東の端から東岳川を渡って桜木

の最褒誤笹縄云事云どa抜豪そ騒与:天
文

東岳川 (古 くは小山川 )橋の下流を渡る
黙ざ

と神社鳥居に道が出てくる。桜木の役座跡

と呼ばれている庄犀犀敷には庚申塔が倒れ

ている。桜木の集落を通り抜けると団圃で、

川を狭んで都城市高木であり目前を国道 10

号線が横切っている。

桜木の集落の西端に霧島紹といって古来

住民の霧島信仰の場所があり、わずかにそ

の跡を残している。

官崎を起点とする田野・山之口を経由す

る
籍;具鍮穏ご二忌畳行C〔&柔川、又は、
高木川とも呼ばれ下流で大淀川に合する。

高城郷と都城領との境で、現在は改良工事

で流が変っている。明治の初期には板橋が

架かっていたとある。

13)高木から県境ヘ

花ノ木川を渡ると高木春日神社がある。

国道沿いの人家の異倒を西へ併行してまも

なく国道に合流する。高木は古い歴史を有

する町である。

(昆ζ写毎手をζ!森笠彙票轡盈票悟甕:
ていて名物であったといわれるが、昭和 ■0

年代に消滅した。国道■0号線都北町交差
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点

曇捩摂写全暴雫寄途 冤 隼こ砕でぁる。

平江信号機から東へわかれる道は、郡元村

・勝岡村を経て宮崎へ通ずる古道であり、

平江町の南端から東へ進むと神柱神社があ

:打景写今:警え鵞号婁oと晟:砲登伝霞
る町である。

秩3:拿争:::3::こ :争ζlヨζ3
が

3負亀り上町から東へ進むと、蔵原露り

を経て鋲肥へ通ずる寺柱街
3が
出ている。

この付近は北日(広 日)馬場といって、札

辻 。垂れ門があり客室・横目座等があり、

広口交差点の南側左の方に城内入口の北口

番所Ⅲ右の方に鹿児島下町札辻より十六里

塚があった。街道は北口番所から西へ曲っ

て松元馬場へ進む。

中央通りの道幅は昭和 37年に拡張され

るまでは江戸時代のままであった。また、

この通りを東から西へ 2本の用水堀が通っ

ているが、いずれも古く、正平年間 (■ 350)

と文明年間 (1470)の 工事になったも

のである。現在は、道路下を人目に触れる

ことなく流れている。

ぁを今琶れ景景蘊兵伝禁燃蚕唇Iミ
広日交差点から市役所へ数■0メートル

壕表書写F写辞墾盪層票署古写
勇作の生家

以琵争ζ蟻坂督こ要審蓬象毛名皇な色琶釜
び役所があり、回りはすべて家来の家致で

固め、三万九千余石の都城領を取り仕切っ

てきた中枢部で、御城内と呼んでいた。老

中馬場・御関馬場 。鷹匠部屋等の地名が残

り、回りに東日。北日。西日の番所を置い

て出入りを取締った。明治 4年都城県が設

辱屋許量を魯讐是獨とゑ三鐙景浄笠ζ税津

土資料の展示を行っている。明道小学校は

江戸時代の男道館の後を継いだものである。

街道は広口より西へ折れるが北側は片町

と呼ばれた所で寛政年間 (1790～ )に

は交易所があった。

西都城駅の手前南から旧道のままの細い

3二§:〔:自三:号::きi与εi::
を逐鬱表払:そFtta躍毬

ザ
!f与

｀
:〒4手

にここより宮崎赤江まで、 72臨の舟路を

設け物資輸送の事務をとぢていた所である。

喜神鰹票写ζF:if,見 砥岳こ#T将藤

処刑場があり、二厳寺の手前の谷奥が牢屋

敷でズヤンタンと呼んでいる。

岳之下橋から街道は城の北端をまっすぐ

坂道を登る。この坂は、龍泉寺坂とも、又、

旧連隊に通ずるところから兵隊仲間では地

獄坂といわれていた。左は取添城、右は護

星笞与ご會女嵩霰
g伝
藝豪松馨争

る。坂の

岳之下橋から約■Kmで鷹尾交差点で直進



すれば庄内街道でも旧連隊、現在の自衛隊

駐屯所へ続く松並木道であった。北は志和

地へ通ずる旧道であり、街道は南へ直進す

る。ほどなく財部街道が出ている。ここに

も松並木があった。

国鉄日豊本線を渡り街道は城の西方を通

るが、このあたりは下城以前の古い町の跡

琶と婁,簿を毘tζЙ琵堺そ子こ羞骸唇縁軍
もある。五十市小学校の前を過ぎると、道

¢τ:上手をそ二釜雰は晏5琵亀寝Lこと。
幾分昔の風情を残す道である。

彗憂編毒禄:訴藍二1亀::専〔を
使の休憩所もあった。これょりしばらくは

見返り坂といって都城を去る人が見返り見

返りして旅立つた所である。一里塚跡から

約二Kmで鹿児島県境平長審である。ここも

古戦場である。

14)宮崎から田野ヘ

宮崎市大淀川の渡しから南下し、中村町、

横町、源藤を過ぎ八重川を渡ると清武町加

納に入る。そして、加納追分で飲肥街道に

分岐するがここまでは、薩摩街道と鋲肥街

道が重復している。日向地誌には「槙の札

より2等道路に属する志布志街道南に岐る」

とある。

追分から50η西方に大坪前川が流れて

いる日向地誌に「大坪前板橋L千東溝に架

す、長 4間、巾 2間」とある。千東溝とは、

大坪前川のことである。

ここを更に西方へ約 1,000孵 進むと池

田である。ここまでは、今の国道 269号

と道筋はさほど変りないが、ただ加納神社

付近は.鳥居前の道路が旧道である。池田

から今の国道 269号は、昭和 28年に清
武墜道ができると同時に南光院へ向けて新

しくつくられたものである。

街道はぅここを西へ直進していたわけで、

現在この道は、清武町道になっている。池

田からこの町道を西へ約 600,直 進する

と小川にさしかかるが、これは八重川上流

である。日向地誌に「年の神坂橋、浜手溝

に架す、長 5間、巾 2間」とある。この橋

を渡ると坂になる。長門本平家物語の僧俊

寛等が、鬼界島配流の道にでてくる「かな

は坂」R‖ち、加納坂である。そして、この

召彗子5::量 ;;写;写二:楚
「
;|よ拮子曇:喜身:葺I:畳

下 (城内 )に上っていた。

清武城は、清武川の断崖にあり、天然の

要害を利用して築かれた伊東氏 48城の I

つであつた。付近には、清武城以前の古城

の跡がここから連なる東方の丘上にあり、

また北側には中山寺跡、観音寺跡などの史

蹟がある。とくに、中山寺跡には文明■7

量を重とを,|と唇登警ほ晏衡ど患ほ房4
いる。現在、この城内を九州縦貫自動車道

が堀切って通ることになり工事が進められ

ている。

街道は、この城内の人家の間を下 りて流

町に出ていた。 日向地誌に「流れ町板橋も

流れ町溝に架す、長 4間、巾 2間」とある

が、この橋の手前 50η付近で、県道蓮ケ

池郡司分線と交差する。そして、この県道

を東へ約 400″ いったところに、国道
269号 の清武墜道口(清武all)が ぁる。

流れみ
から西は船引であるが、ここには

船引神社があり、その境内には国の天然記

-7-



④
念物に指定されている清武の大楠がある。

流hM」から南へ船引の田原を突き切って清

武
'IIに

いたるが、この道沿に里程標 (宮崎

元標から2里 )が建っていたが、昭和 14

年の大洪水で流されてしまった。なお、こ

の田原には、江戸時代から明治にかけて繁

華を誇った町並みがあったが、度々の大洪

水で今は全く姿を消し、水田と変ってしま

った。九州縦貫自動車道が横切るところで、

大正時代の地図に川原町と記入 してあり、

宿屋 3、 酒屋 3と 料理屋 2、 医師 1、 染物

屋 3、 銀治屋 2、 仕立屋 1、 菓子屋 1、 駅

馬者と、米屋 1こ 大工 2れ 瓦焼き 2、 荷馬

車引き l、 床屋 ユ、石工二、質屋 l`砂糖

ねりと、襖張りと、材木商 二、薬屋 1、 左

官 1、 木挽 1、 他は農家で明治 19年の大

洪水までは、もっと多くの家が軒を連ねて

いたが、度々の洪水で家を流されL正手や

船引に転居していった。「流れ町」の地名

も、この川原町にあった家が、洪水で流れ

町に流れついたことが、その起りだといわ

れてぃる。

清武川には、日向地誌によれば中川原板

橋が架かっていた。即ち、「中川原板橋、

鹿児島街道清武川に架す、長 30間」とあ

る。以来ここには木橋があり、主要な橋梁

の 1つであったが、昭和 28年下流に清武

墜道、清武橋ができてからなくなった。そ

して最近、その上流約 200物付近に九州

縦貫自動車道の大きな橋が架かっ濫

木垣≧懲岳長監詠t昆色ヨ為環働票唇唇膏

日向地誌に「池の内土橋、鹿児島街道正田

溝に架す、長■間、巾 3間」とあるのがこ

れである。

街道は、これを渡り西に右折直上してい

たが今の国道はその南側を蛇行して上る。

この正手の丘上は、清武城の出城があった

といゎれ、井手ヶ城の地名が残っている。

この正手の台地を走る国道はほぼ街道筋で

あるが、大久保に入る手前で今は九州縦貫

自動車道が下を貫通し、立体交差する。こ

こから西へ約二Km行 くと大久保の分れ道が

あり、県道大久撮、木崎線の起点である。

そして、この大久録分れ道のすぐ手前に。

岡川支流の後川がある。日向地誌に「大久

保下の板橋、鹿児島街道後川の下流に架す。

長 6間、巾 9尺、欄千あり」とあるのが、

ここで後川はこのすぐ下流で岡川と合流し

てとヽる。

大久徐を過ぎ。平出の坂を上って畑の中

をしばらく行くと沓掛に入る。この間の道

筋も、現国道とほとんど変りないが、沓掛

の入りこみから現国道は、集落の中を突き

切っている。旧街道はL相南allをまわり集

種♀畳撞種1票§!こと

'°

「こF響ほ発橿、
3里」と亥Jんである。

沓掛の旧道と現道との合する附近から田

野町二っ山まで大きな松並木があったが、

終戦直前これらの老松は、軍の松根油採取

のために伐られてしまった。日向地誌に

「沓懸西畔より田野村二つ山に連なる松並

木あり」とあるのがこれである。

昭和 40年 10月 、日向沓掛駅が新設さ

れるまでは、この附近は畑地帯であったが、

その頃から町営住宅を始め住宅が建ちは じ

め、今では沿道にスーパー、自動車修理工

場、消防署 (南出張所 )、 清武自動車学校

が建ち並んでいる。そして、この自動車学

笹責軽兵昌ξ毛岳二:で

清武村、田野
!の



159 田野から青井岳天神嶺ヘ

大久保あたりからなだらかな上り勾配が

続きやがて田野との行政界に入る。加納の

鋲肥街道との接点から約■3Kである。

「 日向地誌に云う今泉村界よりニツ山まで

67町の間松並木ありニッ山より左に岐れ

て那珂郡板谷に至る道あり藩治の時官道た

りと」この松並木も昭和■0年頃までには

殆んど失われてしまっ亀

ニツ山の集落の中程より旧道は西に別れて

畑の中を直線的に走り、国鉄日豊線を踏み

切ると梅谷城址の南側に出る。畑の中のこ

の旧道は昭和 53年の耕地整理で消滅して

しまっれ,こ こより約二Km北に字空池があ

るが十年戦争の古戦場と云われている。

城跡の東側から急坂を谷川に下ると幅 1間

半位いの細長い田圃や荒畑が幾枚となく続

いているが、これが旧道の名残りだと古老

が教えてくれた。

ここから丼倉)||を渡り田圃を突切ると井倉

の集落に入るこの道も消滅して形跡がない。

ニツ山で別れた鹿児島街道は県道 269号

線として梅谷の坂を下 り日向地誌に云う梅

谷板橋、井倉板橋を渡り井倉で旧道と落ち

ξ阜:ζ:二掌§二:::53::3:::
役場があってかっては町の中心をなし駅馬

車の駐車場があり他村からの買物客で賑っ

ていた。ここから東北に堀口を経て穆佐高

岡へも驚瀬を経て清武宮崎へ所謂別府田野

往還がありと西北に八重を経て飛松から山

之ロヘ、この道は俊寛上人の流旅の路、そ

して野崎を通じて去川の関へ、何れも島津

領内に入る間道があり、又南に南那珂郡の

板谷を経て鋲肥 。都城に至る藩治時の官道

があった。そして西南戦争の時、薩軍が陳

地を構築して配兵し官軍に抗した所もここ

であって扇の要的な要所であった。

学ノ木から約 1.5 Km行 くと町はずれとなり、

電こ後:τ:弔:岳昌啓せ与善ゑ4鬱量響
ことが出来る。

約 200隆 進むと麓の集落に出るが、ここ

i4兵蒸種鷲を書量子:君 attFЁ:量を
景機籍[写!憲[:g会 :吾憲長ζ極どほ
Rど滝 :二 &塚Fが

交又して西の方塩水越

ξ£:】唇名信a魯§母ここ晨吾鼻独と筆

;:::ξニニを喜::::::ξ:ぞ魯
が立っている。

南へ約 600れ の処に塩水の集落がある

が標高 200η で然も日向灘から数里を遠

ざかるに海水に等しい塩水が出て古くから

湯治場として娠っている。

国体射撃場から殆んどカーブが取り除かれ

て道は平坦化しL所 に々古き道のカーブが

切り捨られて残っている。 しかし街道が境

川を望むあたりからは末だ改良が加えられ

ずにいる。

射撃場から約 2.7 hmして猪谷 トンネル入口

に着く。鉄道が通らない前はこの トンネル

入口が竹井茶量のあった所である。境川の

山之口町との行政界までは約 800η で、

改道記念解が境川橋の袂にある。

161 青井岳天神から山之口麓ヘ

ここ天神領は青井岳の山塊が重畳として
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横たわり境川の幽谷を換んだ天然の障壁で

ある。

そして道の行く手を渡り人々の往来を拒み

続けながらも、道は深い澳谷の僅かな隙間

を縫って蛇行し、又峻瞼な山の尾根伝いに

踏み固めて進んでいる。この難渋の道は時

の移り変りと共に幾つかの道筋を造り、今

又新らしくこの街道に並行して高速道路が

生まれょうとしている。

鹿児島街道はそのまま国道 269号線とし
て五十山川沿いに進み約 3.5 Km程 して上長

野の峠に着くこの峠で無頭子から来た旧道

と交又している。

ここから下り坂となり山之口麓まで続いて

いるがこのあたりから国道の大々的な改良

工事が行われ、又南側真向いには東岳川を

狭んで高速道路の工事が国道に並行して進

められている。      ・

山は削り取られ、むき出しにされた山肌が

自く鈍って続き、人の行き交うた小さな路

は今や巨大な近代道に押しつがされてその

変貌は驚くばかりである。

峠より約 1.5 Km程下ると.こ の鹿児島街道

を属至吾箕写種岳驚兵議手後ξttξ i盈:

移転した太子様はそこより600れ 街道脇

を£二▼患零:砲写猛塁震琶懸二錬兵を焉
にある。

この鹿児島街道の下敷となった古い道は五

反田付近で約 56物 この街道の東下を通っ

ていたようであるが、今は所 に々その痕跡

を残しているだけで.畑 となり造林地とな

って殆んど消えていた。東岳川で山之日橋

を渡ると麓の集落に入るが、すぐ南側に地

頭仮屋線があり地頭馬場はその前にあった。

この付近には武家屋敷の名残が未だに残さ

れていてと山之日・高城・勝岡の三郷を治

a匙豊紫品、腎F&晨再羞建は目とを農稚
衡の中項麓保育所の曲り角にあった。

三昇露19極亀箋警盈ε豊縁霊尼詠[!£
県の指定をうけている。

171 山之口麓から高城桜木ヘ

鹿児島街道は麓の集落のはずれから国道

269号線と分岐して国鉄日豊線を踏み切
り、麓小学校前を通る藩政時代は霧島街道

と呼称していたようで、これはこの台地の

道は遮ぎるものなく霧島連山を一望するこ

とが出来る。又、道筋に霧島六所権現社が

祀られていたことに由来するといわれてい

皇泳名を佐土原大鰹上 もいい、万治 2年

(1659)に 植えられた松並木は昭和の

戦争に供されて失われてしまった。

麓小学校南側田圃の片すみに、車むらに埋

まった墓石と自然石が日につく。天録二年

(1682)と 刻まれているのが漸く判読

出来る平凡な石であるが、土地の人差は

「魚の目」の神様と信じ崇めている。

道は平坦で、畑の中を突走り高城町との境

界を過ぎると、向原 (高城原 )に出る。

やがて桜木の集落に入るが、麓の分岐点か

ら4 8Kmと 高岡から南下して来た高岡往還

t景涙を≧:と i、写】亀ぢΥ尋勁た
合流点より南 20脇 の処にある。
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189 山之口麓から都城ヘ

山之日の麓でぉ鹿児島街道と別れた国道

269号線は日豊線の東側.山手北側を並

進して王子山にある山之口小学校正関前に

出ている。
     ⑩

これ以前の古道は穏番所を通りこの山手の

南側を王子山へと抜けているが、現在この

道は農道として利用されているだけである。

そして新しいバイ′くスが鉄道線寄りに直進

し山之口駅に結んだのは最近のことである。

山之口小学校は王子城跡に建っているが校

庭の西片隅みに、「すじどんの焼石神」が

祀られていた。

山之口役場は花の木の南はずれ十字路にあ

って。その敷地内に村是を記した「一心記

念碑」が建っている。ここより南へ約■Km

騒霰尋雇うな竹:畳鬱徳尋密毎蚕尋僣儀む。

爾 二な唇F約

200れ の小高thJ4は松尾

三賛種eを目魯写層色讐∫建壊独ξ整た讐

曇萱亀民を隻虫盈:曇盪£琵R与拿忌濠iま

者を与?:者線が花の本で日豊線を踏み切

皇兵暑】を∫覆牲極層亀&嶽亀省昆と

ぢを≧岳岳を:をa賛二琶旨吾曜:拌懸糠

晏笠琵負至暴冨蟹撥をЙttF仏
禁制開教初

iえ∃壕:毛亀量撮ほ彊堡i≧:毎許ま長。

電a;ii島患法衛要狭暴ζttB長を子[召

4二を進1二鴇猛亀乙看羹景暑:£,大
正

日向地誌に云う北桜木から南西郡元の境に

至る隣村往還はこの道であろう。この十字

懸換紫唇雰

0° ηの畑の中に経典読踊記

平坦で田回の中を直進して来たこの道は沖

水川を郡元橋で渡ると軒並の続く市街地に

含魯絶為鍾云置著:Sを≧響13.g!写ζ[
今市から来た旧道が郡元郵便局前に出て来

て国道 269号線に結んでいるが、道は都

市の区割整理で少々の変更はあっても大筋

に於ては変っていない。

都城本駅の所で日豊線と立体交又すると道

は釣状に曲って都城の中心街に入るが、元

逢与Ω撮糧5援漂写晉尋♀τI璽琵色た督
街道に結びついているのである。

鹿児島街道が清武加納の追分から出発して

山之口麓で分岐し国道 269号線の明治の

道で都城に至るがその間約 4 8 5Kmの 道程

であった。

(9)山之口麓から勝岡・郡元ヘ

山之口麓から勝岡を経て郡元に至る藩政

の道は容易に見出す事が出来ない。

山之口町花の木から富吉・餅原と南廻りの

三股往還道は今は開通されて勝岡に出てい

るが、古道として、又、藩政の頃の幹線と

しては諸説で取り上げられていない。

山之口町の麓から霧島街道即ち鹿児島街道

を西に進み.高城原を過ぎて寛光の集落の

手前あたりから東へ進み、上森を抜け花木

川を渡って蓼池に至る道。古い地区には林

と畑の符号の中をこの道が示されているが、

今は耕地整理がなされ住宅が点在して道と

-11-―



しての痕跡は殆んどなくなっている。

蓼池で国道 269号線を横切り原田の熊野
神社 (キ ノエ権現 )の西脇から餅原に入り

後原の東を通って「かまど神社」の農居前

施設の体育場となっている。

地頭館から西へ沖水川に至る間はぅ約 600

"はあろうか、整理された広大な田圃がひ

らけていた。

沖
後懲だ
今市橋
稗簿:考 ;PI緊ヱg≧宅

ンターの下流に架せられていたょうである。

今市橋を渡ると新馬場から郡元に通ずる道

に結び西進すると郡元の郵便局前で国道

早水神§晉塩§盪癖Э手ょこの合流した地点

から南に二臨日豊線沿いの南側にある。

こ0 田野から高岡ヘ

鹿児島街道の国道 269号線と、薩摩街
道つまり、高岡往還の■0号線とを南北に

結ぶ往還に山之日から高城に至る道があり.

もう一つは田野と高岡をつなぐ県道日南高

岡線がある。

当時の薩藩の街道取締りは厳重を極めて、

特に薩摩街道の去川道は他国人を通さず、

一般人は田野越へL又は紙屋廻りにて薩摩

往還へつないだと云われている。更に同藩

には一例をあげると領内間道を利する国禁

の砂糖持ち出し取締りがあり、飲肥領田野

郷への抜荷のあった事が記されている。

これ等のことから察すると、田野に至る間

道は飲肥領へつなぐ唯―の道であったもの

と想像される。

学の木駅のあった所から北に日豊線を越え

ると屋敷の集落に入る。旧道は今の日南高

::宮をき::lζ 阜急三:専::!三 と
角寺の集落に入る。屋敷、大将軍、三百部、

陣之元等の小字名を残しているのは借屋城

にまつわる名残りであるう。

旧道は三角寺の街はずれで県道日南高岡線

と交又し東に迂廻して松山川に出ている。

迂廻した道は田畑となって消滅している。

日南高岡線は萩ケ瀬橋を渡ると松山川の北

沿いに岩石の断崖を開さくして通っている。

この岩石は大正 5年の日豊線路の礎石とし

て切り出され、その後を道として利用し今

日の日南高岡線として改良されたものであ

る。旧道はこの断崖の上を通り殆んど山嶺

を県道と併行しながら北進して堀日の集落

に至っている。旧道の一部は林道として利

用されているが堀日の集落た入るあたりは

道は消滅していた。

県道は改良整備されて近代道に一変してい

る。

堀口の集落の「番人さり」が分断された旧

道の四辻に立っているがもう振りむく人も

居ないようである。

ここから高岡町との行政界は近い。旧道は

太鼓橋を渡って内ノ八重の集落内に入る。

改良なった新道は集落の東側を通り旧道と

晉著嬉種誓骨盆写E唇宝

日

長亮唇業種愁阜

°

処にあって、その途中に近代的な塵埃処理

場中部衛生組合環境センターがある。道は

再び東西に別れて進みながら約 700秘の

処で交又し、新道は東北に蛇行して山田露



西畔に下 り立っている。ここから平坦な道

:9る::3::3:阜 :を:i宮 :と

「

集落に至っている。杵の木橋より約 5,7 Km

の道程である。

旧道は新道の西側山嶺を尾根伝いに北に

向っているが道の痕跡はあっても嶺線の道

「環≧二:与a琶檬争宅こ雲L凹地は新旧
道が先に交又した地点か ら200れ の処に

あった。

暫 く行 くと旧道は平谷新道開設によって約

20れ 、あまり堀 り善」られ、分断されて通

ることが出来なくなってぃた。道は更に尾

根伝いを北に進み揚谷の西側を下 り、穆佐

0推騒轟ほ讐嵩要逼
ξ:r毯
逐li皇換腎与

に「番所橋」が架っていた。

西涙曽F吉を査登曽男禄藝豪豫与F骨舞癒

はここから約 2臨の所にあって約 500れ

で大の丸橋に達する。

一方旧道は小学校プールの角から西へ山伝

いに進み東京慈恵医科大学の創設者高木兼

寛生家の下を通り小山田の集落より少し急

番など彊侶そ雛警絡毘がぁり300ヵ程する
と墓所に出る。江戸相撲の力士雲乃井権九

郎はここに眠る。 ここから高岡名産の ミカ

ン園がこの高台に果 しなく広がって一大景

観を塁している。
     ⑩

ミカン園の入口に罪人の処刑場だったと云

われる「ハタオンバ」がある。 この道は作

業道 として活用されている。坂を下ると大

淀川南岸の高浜集落である。頭を欠いた地

蔵さんが処々に祀られているが花の供えは

なかった。

旧道は大淀川に架かる大の九橋で月知梅か

ら来た新道と落ち合い川を渡って高岡往還

美層昂甚噺覺な第摺:fI｀♀i万毛己弘
つ 猛

田野の学の木駅より山伝いに続いたこの間

道は凡そ 25血の道程であった。

曽って宮崎城主上井覚兼が田野で狩猟を催

した折穆佐の城主がこの道を通って参画 し

たのは天正 14年の頃である。

4 街道沿いの文化財

国富町 <東諸県郡>

① 薩摩街道本庄口
六日町通から本庄川の波し場へ出る

筋は三筋あって何れとも決め難いが、

対岸の嵐田榎崎の街道によく連絡しそ

うなも即ち仲町交差点信号機より東ヘ

約 900孵 松元一竜氏宅角より南へ下
る。筋が、より多く利用されたと思わ

れ る。

② 嵐田の渡し場

嵐田榎瀬は東の宮崎との境に在る本

庄川の渡し場で、旧高鍋藩年貢米倉庫

前の川渕にあった。

日向地誌に「 本荘往還に属す綾川に

あり、巾42間平水深 3尺 5寸渡舟一

艘あり」とある。

③ 榎瀬の年貢米倉庫跡
山本半次郎氏屋致にあり、その跡は

竹林となっている。

山本家はその倉庫番の役目をしてい



た家柄ですぐ北側に本庄川があり渡し場

跡である。

④ 嵐田の六地蔵瞳

嵐田集落の北端・田圃に面した道角の

大師堂脇に江戸時代の石塔、墓石群の中

に六地蔵憧はある。

碑銘

奉造建立六道能化地蔵大士為花紅乗

蓬信士菩提沓宝麿三□西□九月廿四

日 江藤氏欽言

⑤ 嵐田神社

旧嵐田村村社で祭神は大己貴命である。

この辺りでは「デメジンサン」と呼んで

いる。

昔は秋祭りには村の歌舞伎芝居が掛り

演芸類一切御法度の島津領内の高岡郷の

士族達が大勢押し掛けて大変な賑いだっ

た由、その日はこの士族達が祝儀を振舞

って、村では料理を作り、旦那様扱いの

もてなしをして、盛大な秋祭りだったと

云われる。

近くの公民館の広場に芝居の師匠だっ

た人の功徳碑が建っている。

③ 本荘勘場跡

県道本庄橋北岸にあり、舟積場である。

当時は倉庫や役所があったのだろう。本

庄川の舟を利用しての宮崎までの物資輸

送は綾方面からのも加えて相当賑やかで、

明治・大正の頃まで下りは櫓で上りは帆

を掛けて数隻ずつ連なって通る風景が見

られたらしい。

⑦ 境野峠

旧薩摩領と高鍋領との境にある標高

■00れ の丘陵である。街道は頂部に於

て南北に通じていたが、現在県道は東西

に通って、交差した形ちになっている。

明治 27年 3月 に東諸県郡の県議一議席を
めぐって高岡側と本庄川とがとこの峠で何れ

も数百人が対決し流血騒ぎを起したことがあ

る。

高  岡  町 <東諸県郡>

③ 処刑場跡

建設省高岡出張所の北 200カ の所にありL

供養碑が倒れ残っている。電力送電塔の処が

首斬場の跡と言われ、処刑者に家族が泣きす

がりながらこの丘まで付いてきたと伝へられ

ている。

銘 (正面 )

南無妙法蓮華経  法界万霊

如来 の 神通之力

唯我 の 能為救護

(側面 )

天保四己年十月吉辰造立之

松尾山本永寺廿三世

の 行阿閉梨日嘉代

⑨ 高岡城(天ケ城 )
現在の高岡小学校の北allに位置する。

慶長 5年 (1600年 )関ケ原の戦に敗れ

た島津義弘は帰国の途次、国境のこの地に城

を築き防備を厳にするよう命じ、士族 700

余名を移住せしめた。

天ケ城と称し、六つの砦より成っている。

元和一国一城令により、廃城となった。今は

公園となり町民の憩の場となっている。

⑩ 角太屋 〇
国道 10号線沿い高岡町にある。豪は大淀

川堤防である。

高岡には、清水家、水間家の豪商がいた。

角太屋は清水家の屋号である。江戸初期頃仲

町へ移住して来たが、その後大淀川水路利用

の商取引が盛んになって、現在地に移った様



である清水八郎衛門が又享保九年 (1724)
江戸への材木積舟で遭難し、八丈島へ漂着し

た記録がある。

裏庭には大きな倉庫が建ち並び川津 (現在

堤防 )は舟着場で繁昌したと云う。ここか

ら小舟で宮崎港 (現在ホテルフエニツクス

附近 )で千石舟に積替えたと云う。

① 大手門と内山神社
慶長 5年築城の際、鹿児島稲荷大明神を

分祠、城の守護神をして勧請し猛

大正の初め、現在の場所に移され内山神

社となった。神社の左脇道が大手門である。

⑫ 武家屋敷通り 〇
士族屋致は、家 。門塀からなるが、その

構え方は厳格に規定されてぃたようである。

この辺りは、その面影を残 している区画で

ある。

手前の角屋敷は、中村馬場の吉富家であ

るが、特別に藩の詐可を得て作った石塀で

ある。

⑬ 河上家武家門 (町指定 )
高岡小学校内に保存されている武家門で

ある。

高岡の武家関は、藤高により、長屋門・八

十石未満引戸門・八十石以上観音開関の 3

種とされて 、ヽる。

この河上家は藤高 280余石の弓術の指
南家として高隷武家のF弓構えで、型や使用

材料等優れたものである。

高岡小学校の前身は練士館で嘉永 5年創

立され。郷上の子弟の学問.武抜を講習す

る場であっ鳩

⑭ 高岡の石敢当
中村馬場が柳馬場に突当った処の民家の

石垣の内に組入れて残っている (当時のま

まう。古来中国から薩摩の国に伝った風習

で、災厄等が入り込むのを防ぐ意味のもの

である。道が T字型になっている処に必ず

建てられた石碑で鹿児島から移住させられ

た士族達によって始まったものであろう。

(南国諸島の風俗である。 )

⑮ 内山)||の石橋 ⑤

国道 10号線内山橋より綾に通ずる県道
を西北へ 30o脇 行くと左偵」に養鶏場があ
る。ここから下の田園への道が街道である。

養鶏場より数十物先に、内山川の石橋が架

かっており、街道の橋として貴重である。

この地方には多くの石橋があったらしい

が今も健在で使用されているのはこの橋だ

けである。しかしこれも痛みが甚しく支柱

の一部が倒れかヽり、一部は流失し今にも

崩壊寸前である。

⑮ 赤谷の年貢米倉庫跡
国道 10号線と国道 268号線の分岐点
を過ぎると200B足 らずで右狼1に「つく
ら荘」と云う料理店がある。ここが米倉跡

で大淀川がこの前で湾曲して大きく入りこ

んで来ている。又旧国道がつくら荘前から

岐れている。

薩藩では小林以東の年貢米はこの赤谷の

倉庫に納入する仕組みのようであった。高

岡郷には赤谷の他に浦之名・高浜・入野に

米倉があっ為

米倉は殆んど川沿いに建てられ舟積みに

便利を計った。

赤谷も倉前に舟積み場があった。

⑫ 御手山勘場跡
去川より下流 500陀 南岸の山下の集落
にある。

この集落の西端を10号線がかすめて通る。
又旧国道が集落を通っている。

御手山勘場とは今より300年程前、こ



の付近の島津藩主の手持の山で木庚を製し

輸出するための積出用の倉庫や役所等を設

けた処でぁる。江戸前期に於てこのような

経済政策に取組んだ事は注目すべき事であ

る。

明治以後は民営事業として、数野の勘場が

あり.昭和初期までは賑わったと云う。

⑬ 去チIIの渡し ⑤

高岡町立去川小学校下の去川関所跡より

僅かに上流が渡し場の跡と云われている。

対岸からオーイと呼ぶものならそれこそ

打首もので、舟が来るまでだまっておとな

しく待っているものだったと云う。

⑩ 去川の関跡 (県指定史跡 )

当時の関は国道 ■0号線脇の高岡町立去

川小学校 庭々及び国道を含み、下の川岸ま

での一帯であった。

今は国道下に問柱礎石一基が残っている。

天正年間 (■ 577)伊 東氏を駆逐した

島津氏はいち早くことに関所を設けた。最

も陵烈な関所として、怪しきは斬殺、追返

す等旅人に恐れられた処である。

「薩摩人いかにやいかに苅菅の関も戸さ

よぬ御代としらすや」と高山彦九郎が歌っ

た関所はここであるとも云われる。

⑩ 去川の二見家 ⑤
去川小学技の西側を通る街道沿いにある。

去川の関設立当初に関所御定番として二

見岩見守久信が勤めて以来明治初めまで連

綿 300年 二2代に亘り関守を勤め濫

同家は薩摩士族の中でも格別扱いで去川

の地を領地として与えられ関所役人も総べ

て同家の家来であっ塩

当時、道行く旅人達を威圧したであろう

大きな武家関、石積土手、藩主が泊られた

武家屋敷等又、御部屋前の庭には殿様の駕

籠台の石組がそのまk残っている。

② 去川のイチョウ (国指定天然記念物 )
去川の関所跡から都城へ向かう街道脇

(二見寮から約 6002の 処 )に根元の周

囲約 11.7れ 、日通り幹囲 4約 11.15蒻

のイチョウの巨木がある。このイチョウは

島津 17代島津義久公が植えたと伝えられ

ている。樹令約 400年の雌株で、昭和 10

年に目指定の天然記念物となっている。

高  城  町 <北諸県那>

② 岩屋野の山之神

国見峠を高城側におりて来た所に山之神

があり、ちようど岩屋野の集落入口になる。

行き来の旅人が、安全を祈っては拝んだ

のであろう。街道に面して稲森信夫氏宅が

ある。

庭に丼戸が音はあって、峠を越す人は皆こ

この井戸水を腹一杯飲んでから出かけた由

碑銘

奉寄進御山神宮
已

宝暦十一□四月

④ 岩屋野の辺路香所跡

岩屋野より永野へ通ずる間道の番所で辺

郡な場所にある為、遍路番人として住んで

いた最後の子孫が近頃遂に岩屋野の集落ヘ

引越して来ている。

嘉永 6年に領内巡見に来た島津斉彬への

案内書である御道中記の中に次の項がある。

岩屋野辺路番人二人居住

御扶持米壱石八斗宛成し下され侯

岩屋野の山田商店前より小さな道が南ヘ

延びて、僅かに残っている。
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② 薩摩越と赤坂 ⑤
「田尾の欄千L赤坂越えよぅさつま峠の

色もみじ」

土地の古老の幼い時の関き覚えの歌である。

もみじの季節には彩り幸やかに旅人の疲れ

をいやしたことだろう。

国道 10号線が七瀬谷交通検問所を過ぎ

て、すぐ右側に営林署有水事業所があり、

その後側にある山が薩摩峠である。

道中記には

1.峠越に鹿児鳥下町札辻より女一里塚有

り

1.赤坂と申す所有 り南は深谷を北は野岡

往古は街道の南谷上まで深山にて、猪 。

鹿住し候由……。この辺、市野々と申し候。

赤坂は今の市野々の外れから霧島 ドライ

ブンの手前辺りである。

④ 有水地頭仮屋跡

道中記に

田尾御仮屋跡 (旧は田尾村と云ってい

た )

高城地頭仮屋よリー里廿三町、東西街

道辰の方に御門跡が有り、当分畑四反

一畝余、右は正保、慶安の頃、此処に

御仮屋召建てられ、元藤十年丑二月火

災に依り都べて焼失・…同十三年も高城

和田へ、本仮屋地之召し直され魔

有水小学校本門前から東方の有水駐在所

手前の小道および南は国道を含み、北側通

りまでの広い一画 らしく、その中の吉留氏

穴屋敷がその中心であったようである。

⑮ 有水の石塔

有水小学校正門前の通りを北へ田辺の集

落へ通ずる道と有水中学校南lHllの道と会す

る北角の小高く古木が残っている下に石塔

が倒れている。

① 石塔残欠

銘

奉建立山神石社一宇為二世安楽之

願主 伊藤源太左工門

藤原信吉

② 奉供籍庚申 現世安穏往生善処

慶安元年子十月二九日

他に久林寺、大道寺住職名

多くの名あり

② 鳥井原

道中記に  席井原御立場

小石塚有り、諺に霧島山東関の真中に当

り、往昔霧島山二の鳥居有る為の由、故に

此の辺を鳥居原と申し伝え偽

鹿犀島下町札辻より甘里有

以上から推察すると、現在の県指定古墳は

一里塚ということもありうる。なお、古墳

の処に石塔が l墓 ある。

街道は古墳のすぐ脇を真直に南へ、馬頭

観音堂あたりまで残っている。有水の万年

橋から石山へは坂道となり、両側切取りの

中程から、西の畑の中を行く。

② 石山越古戦場跡

街道より分れて石山寺に行く道 500,

の途中にある。

伊東方高城 主々八代長門守は島津連合軍

の猛攻に会い敗走の途中`石山越で主従

380余人が討取られた。

道中記に

「石山越 天文年中伊東方高城を落去の節

此所之追詰め八代長門守を初め討取り侯

由右遺跡を標し候杉これ有り候処枯換当

分御座なく二間廻りの野塚L西方定満活

池、三方は湿田にて御座候」

今は野嫁は僅かにその形態を残しており、

-17-



且杉の切株が残っている。

② 石山寒天製造所跡

道中記に

「干藻製造場街道側左右に有り,支配人

指宿浜崎大平次、此の辺三ヶ国に稀なる厳

寒の地にて千藻製法仕り候」

支配人浜崎大平次は幕末調所笑左工門と

組んで薩藩経済に貢献した海運業の豪商で

ある。

千藻製造は、石山観音池公園入日の国道

筋に標柱が立つのみで、今はその面影は何

も残っていな Lヽ.

又、この他に有水中学校手前から東へ入っ

た星原の集落 (山之口町境 )に も寒天製造

所跡がある。

〇 諏訪馬場および諏訪神社

諏訪神社は享徳 4年 (■ 455)の 創建と

と言われ、天文年間ゴヒ郷氏が再建している。

社前の諏訪馬場について、道中記には、

「長さ五町L天文十年、伊東北原と北郷忠

相攻め合いの時も敵味方許多戦死の場と言

い伝え、其の亡霊の為建立の大石六地蔵こ

れ有・・・。」

今はこの六地蔵は見当たらなし、

高城町通の西端近くから北ヘー直線に通る

るのが諏訪馬場で突当りが諏訪神社、社頭

鳥井より左が街道である。

① 高城野町跡

今の高城町のメインス トリーである。八

坂神社前から諏訪神社へ曲がる手前 100

η位までを言う。

道中記によれば、

「高域野町L東西弐町三拾八間、男女弐

百八人、質屋壱軒、酒屋壱軒L椛屋弐軒、

院酎屋壱軒、油屋壱軒…も

当町の者共柔術に出精致し、御用の者捕方

に罷り出且他領え関合に出又は関外表より

御用の者共差上げられ候節、縄抜替等相勤

め芳々御取訳を以て、天明 5年より名頭だ

け苗字書き下し並びに脇差御免仰せ付けら

れ侯云々L又自他国旅人止宿の節は宿屋網

勤め申し候」とあり、街道筋の面影をしの

ばせる。

⑫ 桜馬場下町口跡
高城町の端にある八坂神社に庚申塔と明

治年間の道路元慄があり、ここが御仮屋入

口である。

ここには、 札辻とE沢所があっ,t。

道中記に

1.桜馬場下町口に札辻有 り

1.駅所、人馬次所にて郡見廻昼夜勤

番

とある。

① 不動寺馬場と六地蔵喧
高城宮銀支店 jlaの道を北へ入った処が不

動寺馬場と言い天文元年 (1532)、 高

城を守る伊東氏と北郷忠相との大激戦の跡

で、伊東方城主は敗走し、 700余 人が戦

死した。もと不動寺があったが、合戦後死

者を弔って北郷氏が高称寺を移建した。

ここに六地蔵嵯が立っているが、高城郷

の役人であった新穂氏が正録 4年 (1647)

立てたものである。 (天文の合戦とは関係

ない )

銘

真言得果 正朱四年即身成仏

十月十四□敬白

② 高城地頭仮屋跡

地頭仮屋は、一時有水に移され、元ほ 13

年に再び高城に置かれ、明治まで続い濫

その間度 藩々主の御泊所になった。国境に

接する要衝の地であるため道中記には、



「急変寄方に付いては、地頭仮屋の上L池

の城に於て鉄砲三発両貝を鳴らせ候えば郷

土兼て用意の要具持参にて不時に仮屋に馳

集りも旨議次第張出申す可き覚悟云 …々」

とある。

高城郷  惣高九千五百余石

総人体二千六百余人

城の下にあって、現在は商工会館、慶正

寺になっている。

① 高城城跡 ⑤
一名月山日和城とも言い、八城からなり

三俣院の千町歩を抑えるかなめの城である。

長久元年 (1040)和 田氏が居城して

より、吉野朝時代から戦国末期まで、肝付、

畠山、島津こ伊東、北原、北郷、各氏がこ

の城をめぐって凄惨なる攻防戦を繰返した。

史上稀なる古戦場跡である。

⑬ 高城町古墳群(県指定理跡)〇
高城城跡の背部牧ノ原の台地に、前方後

円墳L円墳等■3基があり、ここからの霧

島の眺望は良い。

北諸地方最大の古墳群である。

⑫ 春日神社 〇

農協高城支所より東ヘユKm足 らずの処に

ある。

荘園時代は神社例祭日には市が立ったと

云う。

祭神L天児屋根命、経津主神 他

本社は天徳二年 (958)に 大和国の春
日大明神の分霊を奉祀し誦来領主並に民衆

が厚く尊崇してきた。

道中記には「宗廟春日大明神」とある。

又三国名勝図絵には「天文元年 (1532)
の不動寺馬場の戦の時こ春日山より白鳥二

隻出て戦場の上に飛降る。我軍以て神助と

して奮戦大いに敵兵を破り」とある。

⑬ 七日市の石敢当
七日市の士族屋敷衝は幾分昔の面影が残

っている。ここから桜木へ向けては耕地整

理された田んばになって道跡は判らなくな

るが、旧道のしるしとして、民家のブロツ

ク塀に石敢当が組み込まれ保存されている。

石敢当は中国五代の晋の勇士の名で、後

世その名を石に彫って守護神とした。

③ 小山川原古戦場跡

桜木の集落北側を流れる東岳川を古くは

小山川と云った。

小山川より北、高城高校辺りまでは、安和

井ケ塚、大楽等古戦場の跡である。

天文 11年 (1542)伊 東軍と北郷軍
が合塊

慶長 4年 (1599)の 庄内の乱では北郷
軍が計略に陥り300余人討死した。戦死

者の一人中原中常坊の墓が現存している。

川の南岸は小山城跡で伊東方の出城であっ

た 。

⑩ 霧島池
桜木の集落の西端、田圃に面し、高木町

を目前にする処にある。信仰遺跡である。

庄内盆地に 48の小池が存在し、そのほ

とりに霧島社が分祠されたと云われる。

石碑一基が立っているだけである。

都  城  市

④ 花ノ木)||(境川 )

都城領と高城郷の境を流れる川で古くは

都城高木側では高木川L高城桜木側からは

桜木
'IIと

も呼んでいた。

慶長年間庄内の乱のとき、首の川とも言

った。討取った首でも洗ったものであろう。

木橋が架かったのは明治になってからで、

それまでは浅瀬を渡ったようである。
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日向地誌高木村の項に「町口板橋鹿児島

街道に属す、高木川に架す長 20間、巾二

間、欄千ありL又道巾 3間」とある。

⑫ 高木衝道松並木 ⑤
高木町交通信号機 (高桜橋 )附近から沖

水橋手前まで約一里弱の美しい松並木が昭

和 10年代まで残っていて高木街道 (歩 カ

ンケド)の並木 (ナ ミツ )と 呼ばれ愛され

ていた。

④ 高木原御茶屋跡

都北町交差点付近にあっ檻

この辺りは昭和 19年頃まで美しい松並

木が続いていた処である。

この御茶屋には宝暦 3年 (1753)に

藩主重年公.昭和 4年 (1767)に は同

重豪公が何れも江戸の帰りに休んだ記録が

ある。

⑭ 平江町

宮崎よりの国道 10号線が市街地に入り

込む処に日豊線の跨橋がある。その付近よ

り600れ の区間が平江町である。

明応 4年 (1495)頃 伊東領のとき、

高木町に出来た町で北郷氏領となり之和下

城新地移りの頃、現在の処へ移ってきた町

である。

古くは三日町、八日町からなり、昭和初年

は下町と呼んだ。

町の入日には垂門があった。又日向地誌に

「高木村字平江町」とあるのは旧平江町の

ことである。

④ 前田橋

前田町と中町の境を流れる年見川に架る

橋で江戸時代には竹之下橋とこの前田橋の

二つがあっ猛

庄内地理誌に「長サニ間、広壱丈弐尺

古来は土橋」とある。

寛永 19年 (■ 642)上 使御下向のと

き橋を架けた記録がある。

明治 7年農民暴動のとき、農民をおどす為

前田橋際にもってきた大砲が農民によって

川に投入まれたという話がある。

⑮ 唐人町跡
前田橋を渡って100,位 の地点より大

丸デパートを過ぎて牟田町との交差点まで

を明治初年まで唐人町と呼んだ。

天正 17年 (1589)と 正保 3年 (1646)
の 2回に亘り都城領大隅内之浦に漂着した

唐人達の町である。

第 2回 日の漂着者の何欽吉は医術の心得が

あり、藩に重用された。又和人参の発見者

として有名であり、その墓は県指定史跡に

なっている。

明治 7年税の金納について、都城農民の

約 5,000人が暴動をおこし、この通りで

2人が斬殺された。気勢を殺がれた農民は

退却して鎮静に向ったが、首謀者 20人は

5年から■0年の懲役刑に処せられた。

尚前田橋近くに垂れ問があって、土地の

者はタレンツタと呼んだ。

⑦ 本町跡

唐人町の次が本町で今の上町の大部分で

あると又本町の呼名は明治初年までである。

本町は約 500年前、庄内町の安永城下

に出来た町で、文明八年 (1476)頃 都

城城の西に移され、元和下城新地移りのと

き、ここに移ったのである。

町の入日は今の田中書店の北筋に垂問が

あって夕方より朝までは閉門になった。

垂れ問の西は高札場、東へは鋲肥に通ずる

寺柱街道になる。

見唐人町との境が志布志往還である。



④ 油澄所と焼物所跡
東銀座通り蔵原町富重眼科医院より東、

】ヒの一画である。

焼物所は領主直営で、天明 3年 (1781)

薩摩陶工の指導を受けて設けられた後、民

営に移されたが、業績振わず、数十年で廃

止になった。

油澄所は焼物所に隣接して同じ頃出来た。

なおこの通りを油屋小路と呼んでいる。

⑩ 官丸蔵人道時屋敷跡
中央通り牟田町との交差点から西へ 500

れ、金光教教会の所である。

天授元年 (1375)二 代日北郷氏が都

城を築 くまで、この地を領して居た豪族が

宮丸蔵人である。

初代北郷資忠は官丸蔵人の娘を要った。蔵

人は当時都城を居城としていたと云われる

が、所領を北測氏に譲り隠退したのが此の

地と云う。なお官丸家の菩堤寺の興金寺も

ここにあった。石塔がこの異に残っている。

⑩ 蔵原通り ⑤
中央通 り上町田中書店前から東へ延びて

いる通路である。

昔、領主蔵があった処からこう呼がように

なったと云われる。

都城から隣藩飲肥へ通ずる寺柱街道筋に

当り江戸時代幕府巡検使等が度々に通った

道である。

現在も当時の道巾 (5.4罷 )を残 して居 り、

古い家並みは旧道を感 じさせる。

① 北 口 (広 口 )馬場

上町田中書店の北筋より約 400協裁判

所へ通ずる十字路までが、道幅が最も広 く

なっていたのでこう呼んだ。 このほぼ中間

が現在の広口交差点になる。

交差点南に石橋が、左角に北口番所があ

りこれょり城内になる。又、一里塚があり

鹿児島下町より16里であっ濫

田中書店の前側は横日座、客屋、馬継所、

高札場があった。又本町垂れ問よりは蔵原

馬場を経る飲肥への寺柱街道が出ている。

街道は北口番所から右 (西 )へ松元馬場へ

と行く。

② 米蔵屋敷跡(市指定史跡〕 ⑤
今の摂護寺が都城島津家の新米蔵屋敷跡

である。中央通り宮銀都城支店の横筋を西

へ入った突当りである。

元隷 12年 (1699)に 設けられた米

倉で、その当時からのものかは判らないが、

古い問が残 ってお り市の指定文化財 となっ

ている。又戦後まで問前には堀が残ってい

た 。

〇 上原元師誕生地
広口交差点から市役所の方へ数十寛先左

狽Jにあり、右BDJに上町派出所がある。

都城が生んだ陸軍元師子爵上原勇作 (安

政 3年生 )の生家跡である。陸軍参謀総長、

陸軍大臣の要職についた。

元師は常に郷土都城発展の為に尽力し、

その熱烈なる郷土愛は都城人士の常に忘れ

ることの出来ない人物として敬愛され、後

年遺徳を偲び誕生碑をこの地に建て濫

⑭ 領主館跡
国道 ■0号線沿いの市役所及び明道小学

校の敷地一帯が.元和 (1615)以 後明
治維新まで250年間都城領主島津氏の館
跡で 39,000石 、領民 20,OoO人 余を
取り仕切った役所等があった処でL家臣の

屋敷が周りを閥み城内と称し、東 。西・北

に番所を設けていた。

老中馬場、御門馬場、鷹匠部屋等の地名が

残っておる。
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廃藩も置県により明治 4～ 6年に都城県

が設置されたとき、ことに県庁が置かれた。

その記念碑が市役所敷内に国道に面して建

っている。

① 都城市立郷土館

市立図書館に附属する施設である。

昭和 46年 6月 鉄工 建築面積 641.9m2

鉄筋コンクリート1階建

当館は古い歴史と伝統をもつ都城盆地一帯

の自然及び政治、経済、社会、民俗などの各

分野にわたる歴史資料をはじめ、現在及び将

来に関する資料を収集保管して、広く一般の

利用に供し展示する。

年間数回特別展等を行っている。月躍、祭日

は体館。

〇 西日番所跡

西町踏切より市役所へ通ずる道の右側、平

田宗正病院の辺 りである。

寛文元年 (166■ )藩主の命で東 。西・北

の三口番所を置くようになっ温

庄内地理誌によれば

1.御 日附様御通りの節は自砂へ罷出しやが

む

1.明和二年 (1765)ホ ウソウ流行に付

当所四ケ所之内番所取締被仰せ渡し趣有之

ユ.疑 しき旅人、托鉢体の者一切差通間敷候

又番人は付近の屋敷通りを掃除することも命

令されている。

⑫ 竹 (岳 )之下チII橋

西町と都島町の境を流れる大淀川 (竹 ノ下

川 )に架る橋である。

昔は都城一番の大橋で高岡往還及び大隅

より鋲肥への幕府巡検使の道筋の橋として

重要であった。

延宝 9年 (1681)洪 水で流れた記録

がある。又庄内地理誌に「大橋長 36間広

2間上使於此川橋之名御尋候は竹之下川橋

と御答可申旨…」

橋が出来たのは元和下城後と思われるが、

前田橋が寛永 19年 (1642)に はある

処から、その頃か、以前であろう。

① 二重町、後町

西町踏切から岳ノ下橋の区間である。

島津氏が九州平定のとき天正 14年

(1586)都 城領主北郷氏が大分県 (豊

後二重郷 )の郷民 700余人を捕虜として

連れて来て設けた町である。

島津氏は豊後攻略に於ておびただしい捕

虜を (女、子供も含む )各領内に連れて帰

ったり、又は国外へ売払ったと云われるが、

歴史の友話である。

元和新地移り以前は城の西方に町があり、

元藤 5年 (1692)こ へゝ移転した。

〇 通船方跡 Θ

西町西端大淀川岸Ⅲ岳ノ下橋の南allにあ

った。寛政年間 (1790)都 城より宮崎

赤江まで大淀川を利用して物資輸送を行っ

癌 その役所で又船問屋、船頭小屋、舟大

工小屋、積込場H倉庫等もこの辺りに並ん

でいた。

⑩ 兼喜神社 (市指定有形文化財 )
岳之下橋を渡ると右の日前台地の下に鳥

居力`ある。

祭神は都城 10代領主時久の長男北all相

久で庄内町の金石城々主であったが、父子

の間に奸臣の策謀等あって父時久は兵を発

して我が子相久を殺した。

その後、異変が続き、相久の崇りと恐れ、

鎮魂の社、寺を創建した。

戦国期の肉親相闘の悲劇である。

この社殿は江戸中期の建造のようである

が、桃山時代の様式をよく残しており、市



の指定文化財になっている。

③ 二厳寺跡

兼嘉神社前の竹之下馬場を北へ 500材

の所に在る。

応永 22年 (1415)秋 江和尚の開基

の名利であったが、今は寺はなく、墓のみ

残る。秋江和尚は都城を築いた北郷義久の

二男で戦乱に明けくれに無常を感じたのか

仏門に入り鎌倉五山の一つ円覚寺で修業し

,こ。

室町文化の開花せんとする時、中央にあっ

て之を吸収し、都城にもたらした功績は計

り難く、都城学問の祖といえよう。

た代領主の庇護厚く今も12代領主北郷

忠能公夫妻及び秋江和尚の墓が残っている。

⑫ 何欽吉の墓 (県指定史跡 )

何欽吉は明国広東州の人、正爆 3T―C■ 646)

大隅内の浦に漂着したが、都城に来て、医

を業とし、領主に待医としても仕えた。和

人参を山中で発見した事は現在でも高く評

価されている。

西墓地内にある墓石は自然石である。

碑銘  業山心恒居士何欽吉墓

生於大明広東海県逝千万万治

元年戊戊九月二十九日

⑬ 都城城跡 ⑤

市街地の西、大淀川に架る岳之下橋の西

南に在る。城と云っても石垣、天守閣のあ

るものではない。天授元年 (1375)北

郷義久が築城したと云われるが、それ以前

宮丸蔵人道時の居城であったとも云う。

後年築城の分も加えて城の内区 (丸 )の

数を九、城の周りに五の口(出入所 )を設

け地頭を置いて固めた。

築城の翌年は早くも今川勢に包囲され、

ユ年近く籠城、死闘を繰返しで城兵は殆ど

討死し、落城寸前.島津氏久の決死の突入

によって救われた。

苑藤 4年 (1595)伊 集院氏か城主と

なったがまもなく庄内の乱を生じ、再び北

郷氏の居城となり元和一城令で廃城した。

C 龍峰寺跡

岳之下橋を渡って左 (南 )へ都城城跡下

の旧国道を 600η位で、島津墓地があり、

こ【が寺跡である。

都城 8代領主北郷忠相が創建 (1500

年代頃 )した北郷氏代々の菩堤所で、寺領

百石であっ塩

明治初年廃寺となったが、島津家一族代

々の墓及び家臣達の墓が多く残されている。

① 天長寺跡 (市指定有形文化財 )

島津墓地より300η 南にある。

今は歴代住職の墓石とこの地方では珍ら

しく、廃仏毀釈の難を免かれた石仏群が保

存され、市の指定文化財になっている。

天文 7年 (■ 538)領 主北郷忠相が財

部攻略に功績のあった舜叡和尚をもって開

基とした祈願の道場であったが、切治初年

廃寺となった。

④ 狭野神社

都城城跡、本丸の西にある二の丸跡 (西

の城 )に鎮座する。

この都城城跡は古来、神武天皇御幼少の

頃の高千穂の宮跡として尊い崇されて来た

処で、現在都島旧跡として、塚が保存され

ているが、この上に須久東大昭神の祠があ

った。都城最古の神社といわれている。

築城 (1375)の とき往民参拝の便の

為に城外に移されたが、昭和 15年皇記

2,600年奉祝事業として旧地に移転した。

⑫ 都島旧跡

都城城跡は古来都島と云われていた。北
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郷氏入城前は宮丸蔵人道時が居城していた。

都島は古くより高千穂の宮跡として尊崇

されて来た。狭野神社の前身である須久東

大明神はここに鎮座していたと伝えられる。

高千穂の官は神武天皇御幼少の頃御成長

になられた処とされている。

昭和 15年皇記 2,600年奉祝事業として

文部省の聖跡調査を受け整備顕彰された。

⑬ 本ノ原

五十市小学校前の通りから東方、郡城城

跡手前辺り迄を云う。

領主在城の頃は町のあった処である。官

崎城主であった上井覚兼は天正 10年 4月

5日 鹿児島より来てと本ノ原の別当 (部当 )

の家に体み領主北郷時久父子を城に訪問し

酒席で歓談したことを日記に記している。

又天授二年 (1376)鎮 西探題今川軍

が本ノ原に本陣を置き都城城を包囲して攻

撃したが、翌年二月囲みを解いて退いてい

る。

⑮ 元服坂 Θ
五十市小学校より南へ 500れ より下り

坂になり又上り坂となって登りつめた処で

10号線に合流する。

この上り、下りの坂、約 400れ の区間

が元服坂である。

昔h領主の子息が鹿児島で元服式を挙げる

のに旅立ちを家来達がLこ こでお見送りし

た処からこう呼ぶようになったのだろうか。

この辺 りは領主の御茶屋、巡検使の休憩

所、等もあり、鹿児島から都城の出入りの

際の歓送迎場になっていたようである。

古老の話によると小学校付近より県境ま

で松並木があったようである。

⑩ 一里塚跡
元服坂と国道との合流点より国道を 250

脇でバス停「一里塚」があり「ホテル都」

の処が一里塚跡である。

終戦後の台風で倒れるまで大杉が両端に立

っ て い た 。

庄内地理誌に

「鹿児島下町札辻より十五里」とある。

この辺 りから県境まで約二Kmは見返り坂

と呼ばれた。都城がはるかに見えて、都城

を後にする者は見返 り見返りしながら歩い

たところと伝へられている。

① 元服御茶屋跡

元服坂下里嫁跡Ⅲ即ち「ホテル都」の裏

の台地が茶屋跡である。

庄内地理誌によれば享保 7年 (1722)

太守継豊公東日筋御帰国の時、この地へ御

茶屋が出来、その後宝歴 3年、明和 4年太

守が休憩されている。

② 平長谷

都城市と厖児島県未吉町との境即ち国道

10号線に沿う県境集落である。旧は平波

瀬と言った。

天授 2年 (1376)都 城の西、本之原

に本陣を構え都城城を包囲していた今川軍

勢に背後より攻撃せんと島津氏久は梅北方

面より進入し、この平長谷に陣を張り軍列

を進めた。氏久は城兵と相呼応して今川軍

を攻め、落城寸前の都城を救けたのである。

○ 今町一里嫁 (国指定史跡 )

今町一里塚は都城から志布志に通ずる国

迫 269号線沿い県境より約とKmの処にあ

る。志布志往還にあった一里塚で天保年間

幕府巡検使通行のとき鹿児島下町札ノ辻よ

り33里町木を立てている。

薩藩では宝歴 3年 (1753)高 岡筋に

町木を立てているので志布志往還はその後

であろう。
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清  武  町 <宮崎郡>

② 稲津掃部助の墓

加納の平担だった道も、年の神の浜手溝

を渡ると急坂となるが、この急坂の中程に

稲津掃部助の墓がある。

稲津掃部助重政は、胆略人に優れ、また

軍機に鋭く、 19才で伊束祐兵の小姓とな

り朝鮮出兵の際には供をして功を立て、25

才で家老となり、清武地頭に任ぜられて清

武城に住した。

慶長 5年 (1600)の 関ケ原合戦に当

り、伊東氏のために黒田如水と謀り、留守

の諸城を攻略せんとして宮崎城を攻略した

が、合戦後幕命によって宮崎城を元の延岡

城主高橋氏に返した。 2年後の慶長 7年10

月伊東氏の怒りをかい。討手を受けて清武

城で自刃し濫

④ 清武城跡
加納の坂を登りつめると清武城跡である。

清武城は、自然の丘地を利用した平山城

で伊東氏の48城と呼ばれた城の中でも、

山西への押えとして最も重要な拠点であっ

た。即ち、西南より攻め来る島津氏に対す

る守りであったのである。

⑮ 伊東祐発の墓

清武城跡の西北、中山寺跡の西偵1に伊東

祐発の墓がある。祐発は、伊豆から日向に

下向した伊東氏の宗家祐持の 4代 目の孫で、

父は祐立、母は宮崎土持氏であった。

文安元年 (1444)父 祐立の死後、都

於郡城主となり、次第に四方を征して武威

を振い、財部土持氏を亡ばして、北は日知

屋、関川城を取り、県 (延岡 )を攻めるこ

としばしばで、土持氏を遠く県庄に圧迫し

た。また、南は山東から山西を席捲して島

津氏の北上を押え、同氏と飲肥を争って、

しばしば激戦した。

伊東氏にとっては、日向に強力な地耀を

つくつた英主であった。

② 船引八幡神社

城内から急坂を下りると船引の集落に入

るが、この街道の西方に船引神社があり、

日向地誌には久のように記されている。

「船曳神社、村社、社地 1段 2畝 21歩も

寛治元年 (■ 087)丁 卯創建する所なり、

足仲彦専、長足姫尊、誉田別尊を祭る。旧

名八階宮、切治 4年辛未今名に改む。例祭

10月 3■ 日。」

なおもこの神社には、船引神楽及び船引

臼太鼓踊りが伝承され、清武町の無形文化

財に指定されている。

又船引に伝わる「きよたけ破魔太鼓」も

近く町の無形文化財に指定されることにな

っている。

④ 清武の大クス (目指定天然記念物 )

船引神社の境内にあって、樹令約 900

年、日通り幹囲 132協 .高 さ35η の大

補で県内一と云われている。昭和 26年 6

月 9日 に国の天然記念物に指定された。な

お、この下にヤツコ草も自生する。

〇 正手用水路
船引村の庄屋、黒木七左衛関が開削した

水路である。

黒木七左衛問は、若くして船引村の庄屋

となったが、清武川筋の荒地を開き、また

水利の悪い正手に水を引くため、清武)II筋

の断崖に墜道を開削して水路を通し良田と

するなど、生涯を村民のために尽力し、明
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治 6年、 78才で没し濫

日向地誌に「池の内土橋B鹿児島街道正

田溝に架す。長工間、巾 3間」と記されて

いるがぉ正田溝とあるのは、黒木七左衛門

が堀った正手水路のことである。

⑩ 里機際 ⑤

清武と田野との中間に沓掛があり、当地

を通る旧国道筋に里程標が立つ。この里程

標は損傷がひどいが正面に距宮崎元標 3里

清武村大字今泉、左側面に学之木へ l里″

町、裏面に明治 34年 10月 と刻字は読め

る。

元標は県庁本門の西方約 300協 の所に

あった。又この種の道標は船引田原 (2里

の地点 )と梅谷板 (4里の地点 )に も立っ

て い た 。

沓掛は古くからある集落で、宮崎城主、

上井覚兼の天正工二年 (1583)4月 7

日の日記に「拙者は清武之内くつかけと申

村に留候」とある。また、沓掛の山王神社

には永正 10年 (■ 514)8月 と刻まれ

た小さな仏像が祀ってある。

③ 田野・清武村界標 〇

清武正手から沓掛を経て二つ山に行 く国

道 269号線は、ほぼ薩摩街道である。清

武町と田野町境はわずかながら上り坂にな

っているが、村界標が立っている。正面に

田野村清武村境界、左側面 (清武側 )に清

武村境界、裏面に明治 40年 9月建設と刻

まれている。

沓掛から二つ山に至るこの道筋には、終

戦直前まで見事な松並木があったが、軍の

松根油採取のために伐られたことは惜しま

れる。

日向地誌の今泉村の項に「沓懸西畔より

田野村に連なる松並木あり」また、田野村

の項に「今泉村界より二つ山まで、 6～ 7

町の間L松並木あり」と記されている。

⑫ 田野天建神社
田野町と清武町との町境を過ぎると、下

り坂となり、梅谷川と井倉川を渡ると田野

の街に入る。

神社は街の中心部よりやや東寄りにある

が、もとは百済の王を祀る大官大明神で仏

堂園の田の中にあったる これに大己貴命を

祀りて田野神社と改称し更に天児屋根命を

祭神とする天建神社を合祀して現社号に改

めたものである。

祭事は誠に盛大で「甘酒祭り」とも称しぃ

近隣からの人出で娠う。

⑬ 学ノ木駅跡

天建神社から西に 700ヵ進むと学ノ木
の集落に至る。明治の頃は戸長役場があっ

て、町の中心をなし、駅馬車の駐車場があ

った。駅村の標桂が立っていて、宮崎へ 4

里 22町 22間 と刻まれていた。

ここは律令国家の官通として救弐駅が想

定され、又鬼界島配流の僧、俊寛もここを

通ったのではないかと言われている。北は、

野崎を経て去川関所へL南は板谷を経て鋲

肥へ至る交通の要所であった。

⑫ 松坂板橋

学ノ木より500孵街のはずれから下り

坂となる。急坂を蛇行しながら進むと持田

川と別府田野川が出合う所に出る。合流し

て清武川となるが、松坂板橋はこの合流し

た処にあった。

日向地誌に「鹿児島街道の音松川、持田

川相会する処に架す。高一丈餘、長 24間

幅 l間半柚千あり」とあり、一里毎の道標

もここにあった。今は両河川に夫 架々橋さ

れ、蛇行していた道も直線的になっている。



⑮ 水神様

松坂板橋より右に上ノ原城跡を見て西に

進むことュKmで麓の集落に着く。東に突き

出た山は。「ひだかん城」と言い見張所に

もってこいの地形で字名を小香所と言って

いる。

片井野越えをして無頭子に経る旧道の入

口そばの田の中に水神様が祀られている。

土地の人の話によると昔偉い人が馬諸共 こ

の井戸に落ち、それ以来井戸を堀るのを忌

み嫌 ったと云 う。

⑭ 水路橋

麓より1.3 Km七野の集落より西に通じる

道が鹿児島街道と出会った処に、街道を跨

ぐ石造りの太鼓橋が架った。大正 3年に建

設されたもので高さ5.5初 L長さ 12.2物

噛 32の水路橋で青井岳無頭子の境川を水

源地として廷々7色、流れを絶やすことな

く、 50余町歩の水田をうるおしたのであ
る。

今は道路改良のため、この古風な水路橋

は姿を消して新しく造り変られている。

⑫ 唐仁田の道標 Θ

麓の集落から道は山間部に入る。ここか

らは上り坂の曲りくねった道が続いている。

このつづら折りの道も殆んど改良されて昔

の面影はない。

道標は日豊線をくぐり20oη先の右側
に立っている。

距  離  宮崎元標六里

山ノロヘ  四里四町
学ノ木ヘ  ー里拾参町参拾日間
明治 34年 ■0月 の建立である。

⑬ 国体の射撃場

道標から600,道 路の北側に山間部を
利用した宮崎県ライフル射撃場が新装とな

っている第 34回国民体育大会の射撃場と

して全国の人々を集めた。

人通りも稀で野獣の通ったこの鹿児島街道

も市街地並の道路に変貌して昔日の面影を

見出すことは出来ない。

◎ 竹井茶屋
ライフル射撃場のある塩水から15臨西

に進み日豊線を横切ると境川の南岸に出る。

ここからの道は末だ改良されずに狭い。更

に 1臨行くと日豊線の猪の谷 トンネル入ロ

に出る。ここは田野と山之日のほぼ中間で

竹井茶屋があった。馬車の駐車場があり、

相方からの客馬車で販わった。又郵便物も

ここで取り次されていたと云う。

猪の谷の澳流はすぐ横を流れており水は

夏でも冷たい。

〇 改道記念碑

猪の谷駐車場から境川を望むとその谷合

に国民宿舎青井岳荘が見える。ここから約

800脇程で天神橋に着く。田野町と山之
口町との行政界で橋のたもと田野側よりに

高さ約 25″の大きな記念碑が立っている。

山之日と田野とを結ぶ街道の大改修に寄

せる住民の悲願が明治 31年に漸く曙光を

あびて 34年にその目的を達成した西村住

民の感動の碑である。学ノ木駅からこの行

政界まで 9 5Kmで ある。

① 天神川板橋
天神川は境川とも言う。境川はその名の

とおり田野町と出之口町を境する。又藩政

の頃は伊東、島津との藩界でもあった。天

神川板橋は境川橋と日豊線の鉄橋との間に

架っていたようである。

日向地誌に「鹿児島街道天神川に架す。

高さ七尺、長七間、幅一間餘」とある。こ

の川を波れば諸県郡山の口郷である。
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山 之 口 町 <北諸県郡>

⑫ 妙寺ケ谷番所

天神川板橋から青井岳駅の前に出て約 30

η進み、踏切を渡ると番所跡は直ぐ右側に

在る。今は鉄道が通り住宅が立ち並んでい

てかってここに番所があった要路とは思え

ない。

ここから西は山之口町麓の「―の関渡 し」

に、北は飛松番所に通ずる。

青井岳の嶺が追る番所跡の上を旧国道が通

り、ここはもう鬼山峠である。この番所は

島津領と伊東領との接点にある重要な番所

であった。

① 日当項の太子様祠
天神板橋から上長野の峠まで 35臨、こ

こから下り坂となり道路の改良工事が進め

られている。峠から15臨坂を下るとも道

下の山腹に祠がある。安置されている弘法

大師像は寛政 5年 (■ 794)の 頃牛が疫
病で斃れるので田野町塩水ケ谷に祀ってあ

たこの太子様を貰いうけてこの地に祀った

と云われている。

② 五反田番所跡

太子さんの祠より15mで 日当瀬集落に

入るが、途中道路右側に番所跡がある。

寛永 14年設けられた番所で永野、三十山

からの道がここで出合い無頭子に至る交通

の要所である。

五反田は古代の趾田収授制の名残りであ

る。この道も改良工事が終ると廃道になる。

〇 地頭仮屋と地頭馬場跡

鹿児島街道が麓の集落に入るとすぐ左側

に元役場跡があるが、ここは藩政期の地頭

仮屋跡でもある。山之口、高城L勝岡の三

郷を治める地頭所は鹿児島に在ったので、

重要事項は早馬で知らせ猛

地頭馬場は仮屋から北の方向に当りも今

は空地となっているがも~朝有事の際に心

掛けて日を決めて調練を行ったと云う。

⑭ 山之口城跡 〇
城跡は走湯神社の北方、東岳川と古大内

川に囲まれた丘陵地にあり、天然の要害を

なしている。

山之口城は一名亀鶴三石城ともいう。城

の東西に尾根筋があって亀の尾、鶴の尾と

呼んだからである。

建武以来上肥実重の居城で明広 4氣 1496)

伊東甲祐が一時この城を奪ったが慶長の初

めより伊集院忠棟が居城した。伊集院領内

12砦の一つである。

⑫ 走湯神社 (町指定有形文化財 )
五反田番所跡から12臨で城山の南麓の

走湯神社に出る。境内には樹令 6oo年を
経た大杉群があって山之口町の文化財に指

定されている。

建武 4年 (1337)山 之口城主土肥平
三郎実重が伊豆の走湯権現を勧請に建立し

たもので村の鎮守として崇敬を集めている。

祭神は大名特命、天照里大神、少名産命、

豊変姫命である。

① ―の渡関所跡
山之口城の北西、古大内川の手前にあっ

た関所で藩治の頃島津氏が設けた。郷内で

最も厳重な関所で「切り寄せ」とも言って

いる。元和元年 (1615)古 河内に建て

られたこの番所は山之口番所と呼び、天和

4年 (1684)に は一の渡番所L文政 6

年 (1323)に は再び山之口番所と呼ん
でいる。

古大内から鬼山越えをして飛松に至る街

道はここで初めて大古内川を渡るから一の
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渡しと云ったものであろう。

○ 亀甲の石散当

麓の集落の国道より北側地区に亀甲 (か

めんく)と 云う地区名がある。桝状に区割

りされていることから亀甲といわれていて、

国鉄日豊線が当地区を分断している。

亀甲の石散当は道の奥まった所に魔除け

として立てられ、石敢当と刻まれている。

高岡の石散当と同じく晋 (中国 )の勇士

の名で石に亥Jみ、守護神とした風習の一つ

である。

昔は処 に々残っていたようだが、今は一

つだけ残っている。

⑩ 山之口駅の標桂

麓の集落の中央麓撮育所に曲る角にあっ

た。道路の改良工事で取り除かれも二つに

折れて放置されたものを地元郷土史家の手

により保存されている。一辺が 30働、高

さと孵 9002の可成り大きいものである。

距離 宮崎元標 拾里四丁 山之口駅
学ノ木へ7「早拾七丁拾八間

都城へ参里拾八丁弐拾弐間参尺

⑩ 麓の文弥節人形浄璃璃 (県指定 )

山之口麓には文弥節人形浄瑞璃が伝承さ

れている。

この浄職璃は一の渡関の関守が勤務の暇

に習い覚えて広めたものと云われL文政 9

年 (■ 826)の 古文書を残している。
演日は近松門左工門の「門出八島」と「出

世景清」の二番があり外に間狂言の三つが

入る。

文弥節は古浄職璃の名手初代岡本文弥が

はじめたもので全国でも五ケ所しか残って

いないもので県の無形民俗文イヒ財に指定さ

れている。

⑩ 隠番所跡

地頭仮屋跡から南へ 250p麓 集落南は

ずれの旧道沿いにある。ここからは南東の

川内にも出られ、更に三股L大野方面にも

峠越えの道があって交通の要所に当ってい

る。

今は田圃と化し、道路脇の杉の古木が当

時をしのばせるだけである。なおぅすぐ南

側を高速道路が東西に走り、旧道を遮断し

ている。

⑩ 録食神社

麓集落の中ほどより南へ 400脇 L字官

下の小高い岡の上に在る。藩政時代農民に

よって建立されたもので馬頭観音様とも呼

んでいる。

農耕の神様で中でも牛馬の神様として崇敬

されている。

春祭 りに奉納される太郎踊は有名で、山之

口町の無形民俗文化財に指定されている。

⑩ 霧島街道 (佐土原大道 )

鹿児島街道は麓集落の西はずれから国道

269号線と分岐して国鉄日豊線と交差し

麓小学校前を通り高城町桜木に向っている。

この道は藩政時代「霧島街道」と呼称して

いて、大井手から山之口駅へ通ずる道と交

差しているあたりまでを「佐土原大道」と

も呼んでいた。延宝 4年 (1676)佐 土
原の島津主膳から山之口地頭に領内巡見の

知らせがあって、急返道を補修し整備され

たことから斯く呼ばれるようになったと云

う。

⑮ 桜木の将軍神社(町指定有形文化財)Θ

佐土原大道、即ち鹿児島街道が桜木の内

下の馬場で高岡往還 (国道 10号 )と落ち

合っている処にある。

将軍神社と云うのは、勝軍地蔵を祀った
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からでこの地蔵に祈願すると戦火と飢饉か

ら免がれたと云われている。ここに神社を

常明寺を建てたのは、室町時代の始め頃も

当地を治めた桜木氏である。

O 王子どんの焼石神 ⑤
国道 269号線のバイパスが国鉄日豊線

東側沿いに一直線山之口駅に至っている。

駅前通りを南東に 200秘行くと山之日小

学校があり、校庭の西北隅に王子神社が祀

られている。

太古の昔霧島山が噴火したとき王子連が

この小高い山に避難して来られた。土地の

人は噴火時の焼石を御神体とし、「おじど

ん」と呼び祀った。

⑩ 腹切りどんと兼重神社 ◎

松尾城跡の西麓にある。

松尾城攻防の時肝属兼重は松尾城の救援

に赴いたが、敵の大軍ほ抗し難くL危地に

落ち入り死せんとするところを、松尾城の

守将上原長開守が、「我こそ兼重なり」と

腹を切って兼重を救っ猛

腹切りどんの墓は社前左側の五輸塔で、

当初からのものかどうか不男だがぉ刀の切

り跡らしい裂け口が残っており、忠節がり

をしのばせる。

⑩ 松尾城跡 〇

山之口役場から南へ■Km富吉に至る三股

往還筋にあって自然の丘陵に築城されたも

のである。

建武 3年 (■ 337)の 頃法尾城が畠山

直顕と島津貞久に攻められ、救援に来た肝

付八郎兼重が逆に窮地に追い込まれたが、

城将上原長門守の身代りによって一命を得

たと云われている。

明広 4年 (1496)ょ り伊東氏がこの

城を領していたが、天文 3年 (■ 535)

北郷氏に攻めとられ以後、北郷氏の領する

ところとなった。

⑩ 的野八幡宮

腹切りどんの墓より富吉に向って700
れ、的野の集落の十字路に至る。そこから

東へ 200,参 道が続いている。
的野八幡宮は和銅 3年 (710)の 建立
で三俣院の総鎮守として肝付氏、島津氏、

伊東氏との支配者は没っても崇敬された。

今は円野神社と云って弥五郎どんの祭で有

名である。

又神体の右下には弥勒寺が建てられて住

職の外別当役もいた。なお、この寺にあっ

た神代文宝の石桂は現在円野神社にある。

⑩ 男塚・女塚と新町跡

的野八幡宮より西へ十字路を通 り越して

約 20η進むと道の左に男塚 。女嫁と言わ

れる古墳がある。 この塚は七段になってい

て上段に円形の塚があり、全体として大 き

い 。

ここから更に西へ 20秘国鉄 日豊線の手

前に「新町跡」の標桂が立っている。今は

畑となってぃるが、この当リー帯が新町跡

で奈良時代諸県地方唯―の町として栄えた

処と云われている。

① 向原の1碍頭観世音

国道 269号 線が花の木で国鉄日豊線と

交差し、ここか ら450初 進むと道脇に優
頭型の小高い丘があり、馬頭観音はこの頂

に〒Eられている。

今この山は土取 り場となって観音様は平

地に下りている。又延喜式駅路の一つ水俣

駅跡がこの踏み切 り附近西河原に推定され

ていて、駅馬が通 り、納米を運が馬の行き

来が盛んであった。向原の馬頭観音はこれ

ら駅馬を供養するためのものと云われてお



り、馬越.歳ケ迫の字名からも古代からの

道であることがうかがわれる。

三  股  町 <北諸県郡>

⑫ 隠れ念仏洞
国道 269号線が姦池で高木と勝岡を結
ぶ道と交差するがこの十字路の手前 200
物の道路脇にある。島津藩の一向宗禁制に

も拘らず、信者は地下に隠れて阿弥阿如来

像を拝み、仏飯講と云う講仲間を作って、

弾圧に抗しながら信仰した。

為政省3oo年にわたる。
信者への苛酷なる弾圧は「血吹き涙あふる

る」の碑文で想像されよう。

O道 しるべ
隠れ念仏洞から20o孵進むと十字路即
ち蓼池交又点に出るが道しるべはその西角

に立っている。

大正 4年 二二月御即位大典記念碑として立

てられたもので

正面に  右都城ヘー里半
左山之ロヘー里

右面に  右山王原梶山ヘー里

左高城ヘ   ー里

⑩ 経典読誦記念碑

蓼池交又点から北西へ 30れ畑の中に径
1.5,L高 さ 1.5,の 嫁があり、そこに経

典読誦記念碑が立っている。中央正面に

「奉読誦大乗妙典・・・」、右に「願主龍巣泉

公」、左に「永藤 3年霜月」と刻まれてい

る。

都城島津藩主、忠相公のために大供養が

行われたものではなぃだろうか。一千余巻

の大乗経典を読誦したことから当時はここ

に相当に大きな寺があったことが想像され

る。

都  城  市

⑩ 島津稲荷
国道 269号線で郡元橋を渡ると間もな
く稲荷神社の鳥居前に出る。島津の祖忠久

が撰津で生れた時稲荷明神の加護があった

ので建久 8年 9月 に摂津の住吉稲荷を勧請

に建立したものである。この地を島津と云

うので俗に島津稲荷と称するようになった。

本殿は享保 14年 (1729)の ものと
考えられ江戸時代の建築技術を残し、又所

蔵の木造神面には永和 5年 (1379)の

経年銘がある。

⑩ 神桂神社
島津稲荷から約 3 Kmで国鉄都城駅も神社

は駅の南に在る。

太宰大監であった平秀基が当地に来て島

津荘を開き、万寿 3年 (1027)島 津庄
総鎮守として伊勢神官の祭神を勧請し神桂

神社と称した。

祭神は天照大神・豊受大神である。

境内の道をへだてて招魂社がありL外に

西南の役の招魂塚がある。

三  股  町 <北諸県郡>
⑩ 勝岡城跡

勝岡城は三俣八外地の一つで蓼池の交又

点から南へ 2臨勝岡の南寄りの自然丘陵に

ある。明広 4年 (1395)伊 東、島津両
氏の和議により三俣院千町と共に伊東氏に

譲られた。

永正 17年 (1522)都 城領主北郷忠
相が梶山城を攻略してからこの城をめぐり

攻守激戦が続けられ天文 3年 (1542)

勝岡城は北郷氏の所有となった。

又慶長 4年 (1599)の 庄内の乱の時
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は伊集院方の十二砦の一つとなった。

① 勝岡地頭館跡

館跡は勝岡城跡の下にある。元和年中

(16ユ 5～ 1624)に 一国一城令によ
り勝岡城が廃城となり藩主島津氏が地頭を

この地に置いて樺山こ餅原、蓼池の三ケ村

を管領させた所である。

城下の南北に広大な直線道路約 120加
が通され地頭館も仮屋もこれに沿って建て

られたが明治 3年戸長役場となっ猛

⑩ 麓昼敷町に残る水路 〇
勝岡城の麓屋敷町を南北に約3002、

昔ながらの砂利道が残っている。この道に

沿ってこれ又音の儘であろう玉石垣で作ら

れた水路が通っている。

この水路に架かる小さな石橋が屋敷と往

還を繋ぐ。下を流れる水は当時の生活に欠

かせないものであったろう。

◎ 勝岡の調練場跡

勝岡城跡北西約 500,新 坂の西の台地
にあり、村人は「調練場」と呼んでいる。

調練は毎月 2・ 5o8の 日に行われ、道路
脇には茶店が並び、各々決められた飲食物

を売っていたと云う。現在この地は茶畑と

町の体育施設になっている。

② 今市橋

勝岡から今市、郡元を経て都城に至るに

はL沖水川に架かる今南橋を渡らねばなら

ない。当時は板橋で今の今市橋上流 100
η都北衛生センターの下流に架せられてい

たようである。

日向地誌には「本村 (蓼池 )よ り郡元村

に至る間道に属す。長 20間 L幅 2尺、夏
月は出を徹し徒渉なり、冬月に至り則ち出

を架す」とあり。又古老の話によると渡し

船があってこれを利用していたょうでぁる。

都 城 市
② 早水神社

今市橋を渡ると今市でここから西南に約

二Km、 国鉄日豊線の北側に早水神社がある。

祭神は応神天皇、牛諸井、髪長媛の三神で、

大雀命 (仁徳天皇 )に見染められて妃とな

った髪長媛の出生地とも伝えられている。

又池のほとりにある沖水古墳はこの媛にま

つあるものと云われている。

⑭ 祝吉御所跡
早水神社から東へ 20oη の所に祝吉御
所跡がある。建久 7年 (1■ 96)惟宗忠
久が薩摩からこの地に入って居館を祝吉に

定め、島津庄を治めた。

惟宗氏はこの島津の地名に因んで島津と

名乗り島津忠久と称した。なお島津家発祥

地記念碑が御所跡に建立されている。

田 野  町 <宮崎郡>
⑫ 伊東塔

田野より北の方向、穆佐を経て高岡に至

る道は、鹿児島街道と高岡往還を南北に結

ぶ間道である。学ノ木より屋敷を抜けて陣

五元橋を渡ると三角寺で入口に、小高ぃ丘

があり伊東家の供養塔と言われる宝塔が立

っている。

高さ2η、軸部正面に陀経阿弥陀仏とあ

り、天正 4年 (1576)3月 26日 の建
立である。なお三角寺の地名は借屋原城主

の書堤寺であった三角寺から来ている。

〇 借屋原城跡
三角寺集落の西北仮屋原にあって、音松

川と松山サ||に換まれた山嶺にある。日向地

誌によると「南は断崖百尺、音松川その麓

を続る。北は松山川を帯ぶ云々険阻の地勢
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ない」又「永敵■l年伊東氏 48城の一つ

で城主長倉河内守並にその子宮内大夫」と

ある。

今は杉の遣淋地である。

⑭ 集落の番人さん

三角寺を出松山川に架かる萩ケ瀬橋を渡

り、西の尾峯伝いの旧道を北に進むと約 3

臨で堀口の集落に入る。

番人さんと呼ばれる延命地蔵菩薩は新道

と交差する四つ角に立つ。自然石に菩薩名

を彫 りこんだものであるが`集落の守番役

を頼んだものであろう。

高  岡  町 <東諸県郡>
⑫ 内の八重の馬頭観音

堀日の集落を下り川を渡ると高岡町内の

八重である。内の八重川に架かる太鼓橋の

南が田野も北が高岡であるが、橋の北西に

狭野神社があり、馬頭観音が祀られている。

道の峻しさに泣いた当時、牛馬への感謝は

殊に深くL近隣からの参詣も後も絶たなか

ったと云う。

ここは藩政の頃島津藩領南端の地で見張

所がおかれていた。

⑭ 百石橋 ⑤

枠の木橋の近く旧道の深い谷川に土橋が

残っている。藩政の頃島津藩の武士が田野

径由で鹿児島へ参上の途次、馬上より橋を

架けることを命じたので住民達が丸木を渡

して造ったと云う。なおその武士が百石取

りであったことから橋名を百石橋、又渡し

た丸木が「ゆすの木」であったので、この

あたリー帯を杵の木橋と呼ぶようになった。

⑩ 枠の木橋の番所跡

内の八重から約 1.7 Kmで 棒の木橋に至る。

ここより南東へ約 50o賜 、椎屋形に通ず

る所に窪地がある。山の尾根が四方から集

まつておりも交通のかなめとなっているの

で番所が直かれた。大田家が代々香士役を

動め、通行手形の監察に当った。

今は畑となっているが、杉の巨木が教本

そびえる。

⑩ 山田溜池
旧道と新道の交差点から東に下った所に

広大な溜池がある。

石碑の碑文によると寛文元年 (1661)
に築造され、 100町歩を潤おして来bそ
の後宇都溜池が出来.下倉永に揚水機が出

来たので現在は 60町歩がこの地を利用し

てぃる。

日向地誌によると「面積五町餘、礎高一寸

八尺、敷 16間、馬暇 3間、深三栂餘」と

ある。

③ 算術塚
山田溜池からは平坦な道である。 600

兜程行くと上倉永の公民館に着く。公民館

横の一段高い所は算術塚と呼ばれるが、田

の神と石碑が仲良く並んでいる。

石碑は高さユηで側面に豊後国竹田産れ

明治 24年 2月 15日 とある。氏名は読み

とれぬが、嘉永から安政年間に子弟に算学

を授けた人と云われる。

③ 穆佐城跡
上倉永公民館より1 5Kmで 麓に至る。城

跡は穆佐小学校に接してある。穆佐城は六

笠城とも呼ばれ、日向三高城の一つである。

元弘年間 (■ 331～ 1334)足 利尊氏
がここを占彼し、後畠山、今河氏が日州探

題として居城した。応永の頃 (1400)
は島津久豊が城主となり、後伊東氏が 48

城の一とした。伊東氏敗走後は永く島津氏

の領とするところとなっ猛
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⑩  弥五郎どんの足跡

百石橋から700"の 処で新道と交差す

る。旧道を 100,進 むと場床地区に至る

新道で寸断される。

それより手前に弥五郎どんの足跡だと云う

凹地があるが、もう一方の足跡は大淀川を

跨いだ花見にあると云われる。

O穆 佐の御誕生杉 (町指定天然記念物 )

穆佐城跡の西隅に在る。城主島津豊久の

子忠国が応永 10年 (1403)に この戎
で生れた時L年 くらべにと杉 2本が植えら

れたのが御誕生杉で「御年くらべの杉」と

も云われている。

この杉は切治 7年に焼失したが、すぐ植

えつがれ 2代目が樹令 90年になっている。

O穆 佐香所跡

穆佐城跡の東下に穆佐小学校がある。

校庭の封ヒ角はプールであるが、ここが番

所跡と云われている。

日向地誌によれば「穆佐城墟の東北麓に

あり藩治の時、鹿児島藩主.島津の建設す

る所なり.然れども譲察は厳ならず往来の

行旅 誰何する所なし」とある。

⑤ 番所橋

関所跡のすぐ北側を瓜田川が東流してい

る。この川に番所橋 (永久橋 )が架かるが、

昔は板橋で場所もここらあたりであろうと

云われている。

日向地誌に「隣村往還に属す、瓜田溝に

架す、長八間」とある。

③ 島津久豊の墓
番所橋より約 1.2血行くと小山田の集落

に入り、道路西側の丘陵地に島津久豊の墓

がある。

久豊は応永 10年 (1403)穆 佐城に

入り、池尻城、細記城などを築き、伊藤祐

安の女を妻にむかえ、 8年後の応永 18年

鹿児島に帰り再び日向入りして応永 32年

(1425)に 穆佐城にて没している。
この墓所は安政 4年 (1857)頃 、島

津氏によって設けられた。

③  月知梅 (国指定天然記念物 )

小山田の集落から約 1.5 Kmで 高浜の集落

に入る。当地の月知梅は香積寺の庭に植え

てあった梅樹で香積の梅といった。安永天

明の頃 (1770～ 1780)ま では 1株

であったが、天保の頃 (1820～ 1840)

には 7株となり、枝より根を生じて蔓延し

ている。花は白色で八重.月 知梅の名は島

津光久が延元元年 (■ 673)に 命名した。

⑩ 穆佐神社

麓の番所橋より左に折れ西に迂回すると

道は小山田の集落から山伝いとなる。山の

登り口に穆佐神社がある。宇佐八幡官とも

呼ばれ、祭神は応神、仲友の国天皇及び神

功皇后とされている。

⑩ 処刑場跡
穆佐神社から共同墓地を通って約 600

2行くと台地がひらけ、みかん園が広がっ

ている。みかん園の入口左の奥まった処に

2坪″よどの墓地がある。

ここは「ハタオンバ」と言われ、罪人の

処刑場であったらしく、ここを通ると崇り

があると恐れられていた。

墓石は 10基程で明暦元年 (■ 6′55)か

ら享保年間のものである。

① 大丸渡し

月知梅の北側を通る新道と穆佐神社から

ミカン園の台地を抜ける旧道が大淀河畔で

合流する。竣工なった大の丸橋を渡ると高

岡の市街地に入る。渡し場はこの橋より

■00η 上流にあって高岡往還に接続して
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とヽ アこ。

日向地誌によれば「隣村往還に属す.本

村より五町村に至る楠見渡しの下流 20町

許にあり、幅ユ町 20間、平水深 5尺渡船

一般あり」とある。
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① 角太屋
裏庭に大きな倉庫が並び繁昌したという。

⑫ 武家屋敷通り
武家屋致通りの面影を残している区画で

ある。

⑬ 去川の渡し
去
'II関

断跡よりわずか上流が渡し場の跡と
いわれている。

⑮ 内山川の石橋
今も健在で使用されているが、痛みが

はげししЪ

⑬ 去川の二見家
関所御定番として明治初めまで■2代に
わたり関守を勤めた二見家

… … 1… …



① 高城城跡

② 薩摩越と赤坂
営林署有水事業所の後tlll
にある山が薩摩峠である。

⑫ 春日神社
荘園時代には神社例祭には

市が立ったと伝えられている。

名月山日和城とも言い、八城からなって

いフ亀

⑭ 高城町古墳群
高城城跡の背部の牧ノ原台地に県指定史

跡の古墳がある。

⑫ 高木街道松並木
昭和 10年代まで残っていた松並未 こ
れはその当時の写真である。
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⑩ 蔵原通り
昔領主蔵があったところからそう呼がよう

になった。

昔、領主の子息が鹿児島で

元服式を挙げる旅立ちを家来

たちがここで見送ったという。

⑫ 米蔵屋敷跡
元綜■2年に設けられた米倉といわれ、
戦後まで開前には堀が残っていた。

〇 通船方跡
船頭小屋、舟大工小屋、積込場、倉庫等

もこの辺りに並んでいたといわれている。

市街地の西にあり、天授元年 (137
に築城されたといわれている。

〇 元服坂

⑬ 都城城跡



◎ 里程標
沓掛の集落を通る旧国道筋
にあるが.損傷がひどい。

⑫ 唐仁田の道標
明治34年 10月 の建立
である。

③ 田野・清武村界標
裏面に明治 40年 9月建設
と刻まれている。

⑭ 山之口城跡
走湯神社の北方の丘陵地にあり、亀鶴三

石城とも呼ばれた。



⑩ 桜木の将軍神社
勝軍地蔵を扉Eったから.将軍神社と呼ばれ
るようになった。

① 腹切りどんと兼重神社
刀の切り跡のような裂け日が

残っている。

⑩ 王子どんの焼石神
太古に霧島山が噴火した時

の焼石を御神体として祀った

といわれる。

⑩ 松尾城跡
山之日役場から南へ l Km富吉に至る三

股往還筋にあった。
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〇 麓屋敷町に残る水路
南北に約 300ヵ 、昔なが
らの砂利道が残 り、この道に

沿って水路が通 っている。

〇 百石橋

杵の木橋の近く、旧道の

深い谷川に土橋が残ってい

る。
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本県では、昭和 52年度に国の補助を受け、豊

後 。高千穂・椎葉等 5街道、昭和 55年度に、米

良・鋲肥・ 鵜戸・志布志の 4街道、そして、昭和

54年度には、肥後・ 薩摩の 2街道に諸塚間道の

調査を実施した。これで一応県内の主要街道の調

査は終了したわけである。

歴史の道調査は、九州では本県が最初である。

当時、芭蕪が辿った奥の細道や熊野権現参詣道、

それに中仙道のような著名衡道の調査はなされて

いアと。

しかし、県内の主要街道の全てを調査し、街道

の歴史的背景、街道の果した役割、それに街道沿

いの交通関係史跡等を明らかにする調査はなく、

このような調査に取り組んだのは本県が初めてで

あった。

調査初年度は、国が伝統的建造物群選定に先だ

って調査を実施したように、歴史の道の指定、又

は選定に先だっての事前調査というかうに受け取

っていたが、文化庁の考えは、このような局所的

な考えではなく、全国を全て調査し、南は鹿児島

から北は北海道まで、全国自然遊歩道のように.

全国歴史の道を設定するための基礎調査であり、

非常にスケールの大きい調査であった。

このように、全国を一巡するような歴史の道が

整備されるのはまだまだ先のことであろうが、調

査を実施してきた本県にあっては、この調査を幾

に街道沿いの史跡に標柱や説明板をたてたり、歴

史の道歩こう会が催されたり、各市町村において

街道保存、又は活用に取り組みをみせるようにな

ったことは、大変喜ばしいことでぁる。

県としてもゝ今後、貴重な文化財として歴史の

道の銀存、整備等に努めていかねばならないと考

える。

主要街道の調査は一応なされたわけであるが、

間道や支道の調査が残されてぃる。したがって、

これらの調査は、今後も国の補助を受けて継続す

るか。県独自で調査を続けていくかする必要があ

るう。

調査の組織

1・ 調査主体   宮崎県教育委員会
2.事 務 局   宮崎県教育委員会

教育長   四本  茂
教育次長  国府 重貝J
〃   坂口 鉄夫
文化課長  日高 三好

課長補佐  串間  実
庶務係長  田中 君彦
主任主事  王原 敦美
文化財係長 山下 正明
主任主事  立元 久夫
″   小森 達郎 (事業担当)
″   今村 正人
″   岩永 哲夫

& 報告書監修

石川恒太郎 (県文化財保護審議会委員)

4.調査員

めとま

街 道 名 氏   名 役 職

薩摩街道

久枝 敏
阿万敬一

児玉三郎

田上未雄

県文化財録護指導委員

清武町文化財保存調査員

県文化財録護指導委員

庄内小学校教諭

肥後街道

真方良穂

井上政造

園田 隆

加藤宣夫

県文化財保護指導委員

″

加久藤小学校尾八重野分校

教諭

飯野小学校高野分校教諭

諸塚間道
甲斐 亘光

深水 洋

話塚村職員

諸塚中学校教諭
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